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英和辞典の記述 一 英文解釈論資料
藤 本 正 文
は じめ に
a
. 3英和辞典 ( 等) の 記述 (153単語242語法)
b. 13英和辞典 の 記述 (21単語24語法)
は じめ に
1 本稿 は, 筆者が現在原稿を執筆中で ある 一 つ の 英文解釈キ ー ワ ー ド論 (追っ て公表する) の
ため の基礎資料 で ある｡ 本稿 に おける記述 は, す べ て そ の論述の 申の ｢英和辞典の記述｣ の 章
に照らし合わせ て 読まれ るもの となる ことを前提に して い る｡
2 く宅 a . 3辞典 (等)の 記述 (153単語242語法)>,は, 上記 ｢英和辞典の記述｣ の中の ｢手続･
ま とめ｣ の ｢3｣ にお い て 説明をする調査の記録で あ る｡
3 <宅b. 13辞典の記述 (21単語24語法)>, は, 上記 ｢英和辞典の記述｣ の 中の ｢手続･ ま とめ｣
の ｢2｣ に お い て説明をする調査の記録で ある｡
4 本稿は い ま これを, たん に こ れ の み の独立の 一 編 とし て提示しなければな らな い ｡ そ の 理由
は次の 3点で ある｡ ① 内容が調査の 結果を無加工 の ま ま記録するもの で ある ｡ ② こ の 記録
は上記の英文解釈キ ー ワ ー ド論 (それは英和辞典論で はな い) へ の編入 にな じまな い性質の も
の で ある｡ ③ しか し こ の記録 は, か な らずなんらか の形 で 公開され る必要がある｡
5 本来で あれば , 上記 の キ ー ワ ー ド論 を公表した の ち に こ の本稿を公表するこ とが自然な手順
で ある｡ しか しあえ て それ に従わな い 理由は次の 2点で ある｡ G) 前者の 達成 に い まだ具体的
な目処がた っ て い な い ｡ ② 英和辞典に は いずれ改版が行われ る (ど の辞書で ど の 時期に な る
か は予測で きな い)｡ するとそ の辞書に つ い て の 一 切 の調査結果に , そ の 有効性 はたん に 改版
の 目 の前臼ま で の も の, と い う限定が付与され る こ と に なる｡ よ っ て 出来るだけ早く, 出来る
だけ改版と いう事態が経験される ことが少な い時点で , 得 られた調査結果を印刷物と して 固定
化する手続きをと っ て おく ことが必要で あ る｡
6 本稿の 記述は上記の キ ー ワ ー ド論 の 原稿 (現在文言を推蔽する段階に入 っ て い る) の2000年
2月1 日にお ける状態に準拠して い る. ま た同キ ー ワ ー ド論 に お い て , こ の本稿の記述との 不
一 致 を生む性質の文言の変更 (っ まりは英和辞典に関係の ある変更) は, 当日以後に行なわ な
い方針 で ある｡ た だし, 各項目右肩の 小番号の変更を必要とする個所が生ずる可能性 は (極力
回避するが) 絶対に無い とは い い きれな い ｡ (2000年2月1 日記)
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a
. 3英和辞典 (等)の 記述 (153単語242語法)
F?/ ** - A/al - yo u
5
序
1 こ こ に 3英和辞典とは, 本稿冒頭に触れ た英文解釈キ ー ワ ー ド論 に お い て ｢資料｣ E-1類 ､
と して 挙げる予定の K N C, O R E, T G Eの 3辞典をいう ｡
2 見出し語の 肩に ある小さな番号 は上記の キ ー ワ ー ド論 で使用する番号で ある. そ れぞれ の 見
出し語に つ い て , そ の次 に短 い字句 で あらわす語法を問題に し て い る｡ こ こ で はそれ ぞれ の
語法に つ い て , 上記 の英和辞典お よび下記の英和辞典, 英英辞典の記述 一 例示文 , 意味 の
規定, 説明 の文言, 等 - をそ の まま転記する｡ た だし ｢本文｣とある の は, 当該辞典の 記
述を上記の キ ー ワ ー ド論 の本文の 方に転記する予定で ある ことを表わす｡
3 上記の ｢資料｣E-2類の K CL, K E J, K G R, S R Hの 4英和辞典の取り扱い :
先 の E - 1類の 3辞典の いずれ に も納得の で きる (批判の余地の な い) もの と し て 転記する
こ と の で きる記述がなか っ た場合に旦冬, こ れ らの辞典を参照する こ と に し て い る. そ し て
こ れら の 4辞典の い ずれ に もや はりそ の ような性質の記述がなか っ た場合に は, そ の都度そ
の事実を, 上記 の キ ー ワ ー ド論 の中 で報告する｡ ま たそ の 場合に は, これ ら の 4辞典の こと
は こ の本稿の 中に何らの 言及も残さな い , と い う形に して おく｡
4 上記の ｢資料｣ E-3類の ICE, INE, KN E, OC E, S C C, S P Eの 6英和辞典 , E - 4類 の
L G M, O A L, WBS の 3英英辞典の取り扱い :
とく に必要があ っ た場合に の み これ ら に触れる. な お こ れ らの 辞典の 検索件数 は, E-2類
の 4英和辞典に た い するそれと は比較に ならな い ほど少な い ｡
5 辞典に は改版が行われる ことが あるが , 以下はす べ て の 辞典に つ い て , そ の1999年8月の 時
点で の状態を表わ して い る｡ (こ の update の 手続きは, 上記 の キ ー ワ ー ド論 の 中 の ｢ 英和
辞典の記述｣ の ｢手続 ･ ま とめ｣ で述 べ る｡)
6 各項目の末尾に , そ こ に は い かなる性質の記述が転記 して あるか , を記す｡
辞典 一 覧
英和辞典, 英英辞典の書名, 版, そ れ ぞれ の略号は次の とおり｡ ま た略号は, 上記 の キ ー ワ ー
ド論 の ｢資料｣-2-E l類, 2類, 3類, 4類 に掲げるもの と同じ で ある｡
『岩波英和大辞典』 中島文雄編 ( 岩波書店, 1970,90- 18刷) ⇒ ICE/ 『岩波新英和辞典
(補訂版)』 中島文雄, 他縮 (岩波書店, 1987,91一補訂6刷) ⇒ IN E/ 『講談社英和中辞典』
川本茂男他編 (講談社, 1994β5 - 2刷) ⇒ K EJ/ 『研究社リ ー ダ ー ズ英和辞典 (第2版)』
松田徳 一 郎監修 (研究社, 1999,99-1刷) ⇒ K G R/ 『研究社カ レ ッ ジ ラ イ ト ハ ウ ス 英和
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辞典 (初版)』 竹林滋, 他編 (研究社, 1995β - 2刷) ⇒ K C L/ 『研究社新英和中辞典
(第6版)』 小稲義男, 他編 (研究社, 1994,95- 6刷) ⇒ K N C/ 『研究社新英和大辞典
(第5版)』 小稲義男編 (研究社, 1980,91-22刷) ⇒ K N E/ 『旺文社英和中辞典』 高橋源
次監修 ( 旺文社, 1975,91一 重刷) ⇒ O C E/ 『旺文社 ロ イ ヤ ル 英和辞典』 宮部菊男, 他編
(旺文社, 1990,91一重刷) ⇒ O R E/ 『三省堂カ レ ッ ジ ク ラ ウ ン 英和辞典 (第2版)』大塚
高信, 他編 (三省堂, 1986,91- 5刷) ⇒ SC C/ 『小学館プ ロ グ レ ッ シ ブ英和中辞典 (第2
版)』 小西友七, 他編 (小学館, 1987,91- 15刷) ⇒ SP E/ 『小学館ラ ン ダ ム - ウ ス 英和大
辞典 (第2版)』 同辞典第二版編集委員会編 (小学館, 1994,94-1刷) ⇒ S R H/ 『大修館
ジ ー ニ ア ス 英和辞典 (改訂版)』 小西友七編大修館書店, 1994,95一改訂再版) ⇒ TG E/
Lo ngm a nDiction ary ofConte mporary English, 3rd ed. , ed. Della Su m m e rs(Lo ngm an
Gro upltd. , 1995) ⇒ L G M/0Ⅹford Adva n ced Le ar ner
'
s Dictionary ofCur rent English,
5th ed.
,
ed. Jo natha nCr o wthe r(Oxfo rd:0Ⅹford Univ . Pr e s s,1995) ⇒ O A L/WebsteT･
'
s
Third Ne wIntern atio n al D iction a ry ofthe English La ngu age, ed. P hilip Babc ock Co v e
(G. & C. M e r ria m - Webste r, 1976) ⇒ W BS
a
l
( 冠)a + 普通名詞
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)一
論文な ど の 題名 の 例
a
2( 冠)a + 形容詞 + 普通名詞
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)I
例文
a
3( 冠)a + 序数詞(+ 名詞)
(K N C)-
(O R E)a third r e a s o n
(T G E) 本文
例文
a
7
( 冠)a + 形容詞 + 抽象名詞
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
説明と例文
a
9( 冠)a + 固有名詞
(K N C) a Ne wto n ニ ュ ー ト ン の よ う な 人 ( 大科
学者)
(O R E) a M o z a rt モ ー ツ ア ル ト の よ う な 天才
音楽家/ a Da niel(ベ ニ ス の 商 人 の) ダ ニ
エ ル の よ う な 名裁判官/ the mind of a
Ne wto n o r aBa ch ニ ュ ー ト ンや バ ッ ハ の よ
う な精神/ a s e c o nd Ma ch ia v elliマ キ ア ベ
リ の 再来(ともい うべ き人)
(T G E) 本文
挙げられ て い る例 ( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の b
の 調査を参照)
a
K (冠) /o n eK (名) 分数の 特例
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
a d dr e s s( 動) ｢とりく む｣
(K N C) 本文
(O R E) -
(T G E)一
例文
a l l
l
( 代) 無特定的な人 々
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(K N C) -
(O R E) -
(TGE) 一
例文
a 1 1
2
(代) 情緒的な用法
(K N C)-
(O R E) -
(T GE)一
用法 があ る こ と へ の 言及
a l 1
7
(形) 情緒的にあた る例文
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) 本文一
例文(言及)
a l l
1 4
( 副)atall
(K N C) 否定文, 否定文, 条件文｡
(O R E) 否定文, 疑 問文, 条件節 (そ の 例文 に は 本
文引用 の もの が あ る)o (ま た 肯定文もあ る が ,
そ れは ｢'inde ed' の 意味 の方言｣ である, と｡)
(T G E) 否定文, 条件節, 疑 問文, 肯 定文 (そ の 例
文は本文引用 の も の).
SR H: 否定文 , 疑 問文, 条件節 , 肯定文 (w ell,
Ⅰ
'
m hap pyto s e eyo u atall.)
生起す る環境の 規定
a l le g e d (形)alleged -
(K N C) 本文
(O R E) 本文
(T G E) 本文
K G R: 本 文
例文
a m o ng
l
(前)a m o ng - 1 be - 2 存 在 を あ ら
わ す
(K N C) -
(O R E) 本文
(T G E) I
例 文
a m . u nt
l(i )n o a m o u ntof -
(K N C)-
(O R E) 本文
(T G E) I
例 文
a n ot h e r(形)ju st a n othe r -
(K N C) -
(O R E) -
(T G E) 本文
例文
a n y
2(形) 最上級と とも に用 い る場合
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
IC E: Heisthe m o stgenero u sm an ofa ny .
K G R: He is the be st- kno w n of a ny living
n o v elist. 現存小説家中も っ と も有名だ
例文(他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)
a r o u nd
l ( 副, 形) a r o u nd が補語 で あ る場
Eg5
｢.1
(K N C)-
(O R E)本文/ 副詞
(T G E) the m o st pr odu ctiv e of the w rite r s
(w ho a r e) a r o u nd ./ 副詞
例文/ こ の 例文が所属す る品詞
a s
l
( 副)a s + 形容詞
(K N C) 本文
(O R E) -
(T G E)一
言及
a s
ヰ
(接)- 1 , a S - 2 ｢- 1 で あ るo す な わ ち こ
の よ うに して - 2 で あ る次第だ｣
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)一
例文
a s
s(接)- 1 , a S - 2 ｢ 同程度の 事柄 が存在しな
い ほ どに著 しく - 1 で あ る｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)一
例文
a s
9(揺) a sC a sS be , 余剰 な a s
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)本文
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言及
a s
12
(接) 名詞 (,)a s----ed.
(K N C) 本文/-
(O R E) -/-
(T G E)-/-
I C E:-/ 本文
S C C: Mt. Fujias s e e nfr o mSu r uga/ 本文
前が制限的, 後 が 追叙的 で あ る よ う な 例. な お ,
｢ 限定｣ ｢ 制限｣の 対象 と な る も の に つ い て , I C E,
I N E
,
K G Rの 記述 は本文 の とお り. (他 の 辞書 に
つ い て は本稿 の b. の 調査 を参照)
a s
13
( 接) 名詞 (,) a s - (- は S Vをも つ 形式),
か つ , とく に 後半 が追叙的 であ る よ う
な場合｡
(K N C)-
(O R E) 本文
(T G E)-
s c c: ( 元来の 意味は｢ … の よ うに｣ で あ る が , 文
頭 ･ 文展ま た は途中 に挿 入 されて) … だ が ;
( 文頭 に出 て い る形容詞 や分詞 の 次 に 挿入 さ
れ た 場合 は , け っ き ょ く 強 め の こ と ば と な
る) 実際, 事実 ｡ T his is a n e x a mple of
n atu r al s ele ctio n, a syo u c all it(a sitis
c alled) こ れ が い わ ゆ る 自然選択 の 一 例 で
あ る (以 下 は 訳 文 を 省 略 す る) As it
hap pe n ed,I had not m oney e n o ugh with
m e, but s uffic e nt at ho m e. / W hile w e
w e r etalking, a sit hap pe n ed, o u rfrie nd
Ge orge c am einto the o ute r offic e. / As
go od lu ck w o uld ha v eit, a polic e m a n
w a spa s sing o ur ho u s e. / He is quite
w ell, a s it ap pe a r s. / If l bad m o r e
e xpe rie n c e,I mightn ot mind its o m u ch,
but a sitis,Ia m te r rified ./ - あま り に
も多 い の で 以下 4例 の 転記を省略す る｡
掲記 に該当す る例文. な お, <SC C> は, ｢挿入的
に｣ とい う範時 の もと で の 記 述の 転記｡ ( 他の 辞書
に つ い て は 本稿 の b. の 調査 を参照)
a s
15(接)S be a s - 1 a SS be - 2 ① 双方 が相
並 ん で 存在
(K N C)-
(O R E) 本文
(T GE)A
例文
a s16( 接)S be a s - 1 a S(S be
l
) - 2② 双 方が相
並 ん で 存在, か つ 順序が 逆転｡
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
例文(言及)
a s
17(接) 否定の レ ト リ ッ ク
(K N C)-
(O R E) -
(TG E) -
K E J: 本文
例文
a s
18
(揺) As - 1 be to
-
2 ,
-
3 be to
-
4/
-
3 beto
-
4 a S
-
1 beto
-
2 , 並 行
の 関係
(K N C) -
(O RE)-
(T G E) 本文
例文
a s
23
(接)a stho ugh - , 直説法 の 場合
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) I
言及
a s
34(関代)a sbe S ･ ･ , a sが 補語で ある場合
(KNC) -
(O R E)･一
(T G E)一
言及
a s
35
( 開代)a sbe S - , a sが 補 語, か つ 非 制限
的用法
(前項目を参照)
a si de(副)- a side
(K NC) -
(O R E)-
(T G E)-
K E J: 本文
K G R: 本文
例文
b a r ely
2(副)否定的 な用法
(K N C) 本文
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(O R E) I c a nba r ely u nde rstand bin . 私 に
は彼(の 言う こ と) が ほ と ん どわ か らな い /
T heyba r ely n e ed a thing. 彼 らに 必要 なも
の は ほ とん どな い
(T G E) a ba r elyfu r nished r o o m家 具 が わず か
しか つ い て い な い 部屋
例文( 他の辞書 に つ い て は本稿 の b. の調査を参照)
b e
2
(動) 前置詞+ - 1 be - 2 , 存 在をあ らわす
(KN C) -
(O R E)-
(T G E) I
言及
b e
a( 動, 助) 形容詞 be - /--=ing be - , 存 在
をあらわす
(K N C)-
(O R E) -
(TG E) 一
言及
ら e
4
( 動一定形)be S - 1 0 r - 2 可能性 の 列挙
(K N C)-
(O R E) -
(TGE)-
IC E: beit tr u e o r n ot.
K G R: Beittr u e o r n ot.
K N E: beittru e or not.
言及 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b. の 調査を参照)
b e
5
(動一定形)be that a sit m ay
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
b e
7
(助)S be----ing, 事柄 の 同 一 性
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E) ～
言 及
b e
8(助)S be･･ ･-ed, 現在の状態
(KN C)-
(O R E) 本文
(T G E) 一
例 文
b e
12
(助)S beto do 当人 の 意図
(K N C)-
(O R E)It's tim e w e m o v ed o n ifyo u
'
r eto
c atcbtbat tr ain . そ の 列車 に乗 る つ も り な
ら腰を上げるしおどきだ
(T G E) 本文
言及
ち e
13( 助)S beto do 別 の 人 の 意図
(E N C)-
(O R E)本文
(T G E) T he letter w a sto a n n o u n c etheir
e ngage m e nt. 手紙は彼 ら の 婚約 を知らせ る
た め の も の で した
言及
b e c a u s e
2
(接) Ju st be c a u s e- 1 , - 2 .
-
1 の 内容 を - 2 の 中で 代名
詞 であらわす .
(EN C)-
(O R E) -
(T G E)-
ECL: 本文
言及
b ef o r e
l
(接)- 1 befo r e - 2 ･ ｢ - 1 で あ っ て ,
そ して そ の 後 に - 2 で ある｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)I
言及
b e f o r e
3( 前)- 1 befo r e - 2 . ｢ - 1 で あ っ て,
そ して そ の 後 に - 2 とな る｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)I
言及
b ei n g
K-1(動一分詞) 名詞, S V - ｢S はす な
わ ち名詞 であ る が , さ て
こ の S は Ⅴ - で あ る｣
(K N C) -
(O R E)-
(TGE) 一
言及
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b ein g
K ~3(動 一 分 詞)名詞 1 + 形容詞相当語
句 , S V - / 名 詞1 +
名 詞 2 ! S V
･ ･ (独立分
詞構文的)
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) -
言及
b e st( 副)S be be st一--ed ｢S は--され るの に か
ぎる
(K NC) Thatis be st refu s ed. そ れ は 断 る の が
い ちばん い い
(O R E) 本文
(T G E) -
K N E: T hisis be st r efu s ed.
S RH:Itis be stignored.
言及 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b. の 調査を参照)
b u t
8(開副, 開代) - 1 but - 2 , 関係 副詞 の場
匹ヨ
亡:コ
(KN C) -
(O R E)-
(T G E)一
言及
c h a l le ngi n g(形) 大変な
(K N C)-
(O R E)-
(TGE) -
S R H: 本文/ a challe nging c o u r s e
例文
c b o o s e( 動) 名詞+ to cbo o s efr o m
(K NC) -
(O R E) 本文
(T G E)I
言及
c o m bi n e d(動一分詞) 複数的で ある名詞 +
c o mbin ed
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
c o m e
lO(動一 分詞) 名詞+ c o m e-
(K N C) -
(O R E) 本文
(T G E)一
例 文 (説明)
c o m p a r ab le( 形) ｢そ れ と 同等 の｣
(EN C) -
(O R E)-
(T G E) -
S RH: 本文
W B S: 本文
こ の 意 味に よ る用例
c o mp a r ed(動一分詞) - 1 , C O mpa r ed to
～
2
(K N C)-/ (T he e a rth is o nly a baby
c o mpa r ed witb､ m a ny othe r c el stial
bodies .)
(O R E)-/ (T hey a r e w ell offc o mpa r ed
witb what they w ere ten ye ars ago .)
(T G E)-/ (-)
W B S: 本文/ (-)
言及. 初め に 当面問題 にす る用例 , / の 次 は 文 の
述部が c o mpa r ed with-
"
の - の と こ ろ と比較
さ れ て い る よ うな例｡ ( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の
b. の 調査を参照)
c ｡ n c e r n
2
( 名)
(ⅩN C) 本文
(O R E) 順調に行 っ て い る事業( 会社)-
(TGE)営業中の ( 通常うまく い っ て い る) 会社
( 事業)
意味 の 説明
c o n s ci e n c e( 名)
(K NC)善悪 の 観念/ -
(O R E) - / -
(T G E)本文/I
本文に述 べ た よ うな意味規定/本文 に述 べ た よ う
な 例文
c o n st i tu te (動)｢性質上 - に相 当 して い
る｣
(K N C)-
(O R E)本文
(TG E) 一
例文
c ｡ ul d
l
(助) 仮定法, if節 の な い平凡 な仮定
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(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
c o u1 d
5( 助)c o uld S ha v e--ed
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) ～
言 及
c ｡ ul d6 ( 助)S c o uld n ot do m o r e/ S
c o ul dn ot dole s s
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) 本文
言及
c o u nt e rp a rt(名) 再言及の 手段
(K N C) (T he Japa n e s e c o u nte rpa rt of a
fir st-cla s s r ailw ay c a r riage is a Gr e en
Ca r.
一 等車の 日本版 は グ リ ー ン車 で あ る)
(O R E) 本文
(T G E) (T he D iet Building in Japa n is a
c o u nte rpa rtofthe Capitol in the U nited
State s, 日本 の 国会議事堂 は ア メ リ カ の キ ャ
ピ ト ル に あた る)
例文
c o v e r(名)ro r c o v e r
(K N C) 本文
(O RE) seek c o v e rdu ring a sto r m
(T G E) T he trip w a s a c o v e rfo r his
s m ug gling.
例文
c r edit( 名) 悪い こ との責任
(K N C)-
(O R E)-
(TGE)一
例文
d e ci de(動)｢判断を下す｣
(K N C)-
(O R E) 本文
(T G E) I de cided (that) I w a sto o oldto
takethejob. そ の 仕 事 に 就く に は年 が い き
すぎて い る と判断 した (思っ た)
言及
d e m o cr a c y( 名) 民主主義国
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
K C L: 本文
例文
d e ni a l( 名) a de nial that -
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)-
K C L: 本文
こ の 構文 へ の 言及
d et e r mi n e(動) ｢ 判断を下す｣
(K N C)-
(O R E) 本文. ま た , I che cked the body a nd
dete r min ed thatit w a sto olate for any
atte mpt atr e s u s citatio n. 私 は 死体を点検
して み て 生き返 ら せ よ う と す る に は 遅す ぎ
る と 判 断 し た ｡ ( こ れ ら が a pr e vio u sly
dete r min ed a ctio n (あ らか じめ 決定 さ れ て
い た行動方針) と同居｡ )
(TGE)-
S R H:｢結論を下す｡ 断定す る｣｡ (例文なし)
語義 へ の 言及 と そ の 例 文
d o z e n(i )do z e n s of -
(KN C) 口語
(O R E) 口語
(T G E)略式
ス ピーチ レ ベ ル の 指定
e c o n o my( 名) 経済地域
(K N C) -
(O R E)-
(TG E)一
言及
e le m e nt(名)『四大』
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) -
S R H: 本文
用例 の 提示
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e n o ug b
2( 刺)e n o ugbtbatS V
-
(K N C)本文
(O R E) He s aid s o lo ud e n o ugh that all
c o ul d be a r.
(T G E) 本文
例文
e v e n
4
(副)even tbough -
(す べ て本文 に記すo)
e v e n
E
(副)セ ン テ ン ス (の 一 部分) の レ ベ ル で
の 意 味
(K N C) -
(O R E) -
(T G E) 一
言及
e v e r
l( 副) 適時問的
(転記を省略する)
e v e r y
3
( 形)every no w and tbe n
(K N C)-
(O R E) -
(TGE) -
L G M: 本文
例文
e x c ept(接)e x c ept - ｢た だ し, - と い う 点
は あ る けれ ども｣
(K N C) 本文
(O R E)-
(T G E) -
K E J: 本文
言及
e x p e ri e n c e(名) 知覚の 上 に起 こ る こ と
(K NC) -
(O R E)-
(TGE) 本文
例文
f a c e( 名)しか め っ つ ら
(E N C)-
(O R E)-
(T G E) -
K C L: 本 文
セ ン テ ン ス に よ る例示
fa rl( 副)s o一a r/thu sfa r
(E NC) -
(O R E) -
(T G E)-
thu sra rの 方の 例文
fa ul t(名) 断層
(K N C)-
(O R E) -
(T GE) -
K E J:本 文
例文
f e w
2
(代)｢ほ と ん どの 人 が … で な い｣
(K N C) 杏
(O R E) 杏
(T G E) 否-
2 つ の 意味範時 の 別建 て
f in d
l( 動) ｢… で ある｣
(K N C) -
(O R E)-
(TG E)- .
意 味に つ い て の 説明文
f in d
2
( 動)S find ｡ n e s elr in + 場所を表 わ す
名詞
(K N C)(自分が) … の 状態 に (場所 に) い る の に
気づ く/本文
(O R E)自分 の位置(状態) に気 づく/-
(TGE) ( 気が つ く と) あ る場所 ･ 状態 に) あ る,
い る/I
意味 の 説明/ 例文
f o r
2(接)- 1 ･ Fo r - 2 独立 の セ ン テ ン ス を つ
く る
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) -
S R H:本 文
言及
f o r
4(前) ｢- と い う結果をえ て ( ともな っ て)｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)一
言及
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g a m e(名) 猟獣, 標的
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
S R H本文
例文
gi v e n
l(形)a giv e n - /a ny giv en -
(K N C) -
(O R E) -
(TGE) -
L G M: 本 文
gi v e n
2
(動一 分詞)giv e n - ｢- が 在 る の だ か
ら｣
(KN C) (Given go od he alth, one c an a chieve
a nything. 健康 で い られれば)
(O R E) (G iv e nthe abo v e a s s u mptio n s, it is
pr edicted that … 上 述 の よ う に 仮定 す れ
ば … と予 測さ れ る / It w o uld be po s sib le,
gl Ven a little m ore tim e, to s a.ve yo ur
c o mpa ny . も う少し時間が あればあ な た の
会社を救 う ことは 可能で し ょ う)
(T G E)本文
L G M: G iv e nthe cir c u m sta n c e s, yo u
'
v e c oped
w ell.
O A L: G iv e n the go v e r n m e Ⅲt
'
s r e c o rd o n
u n e mploym e nt, their cha n c e s of win ning
the ele ctio nlo okpo o r.
W B S: G iv e n the n atio n al pa nickin e s s… ,
1ibe r als ha v eto be v e ry c a r eful or the
c o mpa ny beke eps .
こ の 形式 に た い して 与 え られ て い る例文｡ カ ツ コ
でく く っ た も の は当面 の 使 わ れ 方 に 該当して い な
い
｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿の b. の 調査 を参照)
gi v e n
3( 動一分詞) giv e nthat - ｢- と い う
事実が在 る の だ か ら｣
(K N C) (G iv e n(that) o n eis in go od he alth,
o n e c a n a chie v e a nything. ( 健康で い ら れ
れ ば)
(O R E) (G iv e n a- b(a - b ナ ラバ) /G iv e n
tbat all m en are equ al( すべ て の 人が 平等
だとすれば)
(T G E)本文
SP E: 本 文
S R H: 本 文
こ の 形式 に た い して与 え ら れ て い る 例文 . カ ツ コ
内 の もの は 当面 の使われ方 に該当して い な い ｡ ( 他
の 辞書に つ い て は本稿の b. の 調査 を参照)
g o n e(動一分詞)名詞 + go n e -
(K NC)-
(O R E)-
(T G E)I
例文
g r a in ( 名) 気質
K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
S R H: 本 文
例文
g r a nt e d ( 動一分詞) Gr a nted, - 1 . But
～
2
(K N C) Gr a nted that what yo u s ay is tr u e,
it
'
s no exc u s e. 仮 に 君 の 言 う こ と が本当だ
としても, そ れ は言 い 訳 に は な らな い
(O R E) Gr a nted that yo tl a r e right … 仮 に 君
が 正 し い と し て も …
(T G E) 本文
例文
b a d
l(助)bad - - ed 前過去
(K N C)-
(O R E) 本文
(T G E) I
例文
h a d3(助)had Sl----ed
(K N C)-
(O R E)-
(TGE) A
言及 (例文)
h a 1 ∫( 副)halfagain a s m u ch/halfa s m u ch
again
(K NC)本文
(O R E)-
(T G E)I
例文
h a v e
7( 動)ha v e0---一ed 受動 の状態 の持続
(K N C)T hey had a cha rt spr e ad(o ut)o n the
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table. 海 図をテ ー ブ ル の 上 に広げて い た
(O R E) 本文
(T G E)-
こ れ に該当す る例文(他の 辞書に つ い て は本稿 の
b. の 調査 を参照)
h a v e
15(動)O S ba v eto do
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) 一
言及
h a v e
17
(助)S ba v e予告 の あ る場合
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)一
例文
b el p
l
( 動)｢ 悪い こ と を助長する｣
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)-
K G R: help o n e
'
s r uin . 滅 亡を早め る
例文
h elpl e s s(形) /- 1y ( 刺)｢( 自分で は)
どう に もな ら
な い / な らな
く て｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
K EJ: 本 文
副詞 の 場合 の 例文
h e n c e( 副)S V -
｣
He n c e+ 名詞句
(K N C) He n c e(c o m e s)the n a m e. . .
(O RE) He n c ethe n a m e… -
(T G E)-
K C L:本文
He n c e以下 の 部分が セ ン テ ン ス に な っ て い る 例
(の 示 し方)0
h o p e fu l ly (副)｢願わくば｣
(K N C)-
(OR E)本文
(T G E) Hopefully today w o uld be a bette r
day.
例 文
i f
l
( 接) 名詞+ if-
(K N C)-
(O RE)-
(T G E)I
言及
i f
2(接)- 1 ,主fo nlybe c a u s e
-
2
(K N C) 本文(- )
(O R E)-( … と い う理由からだ けで も)
(T G E) - ( - )
I N E:-(. ‥ と い う理 由か らだ けで も)
例文(カ ツ コ 内 は意味 の 説明) (他の 辞書 に つ い て
は本稿 の b. の 調査 を参照)
i f
7( 接)ifatall
(K N C) 本文
(O R E)-
(T G E)一
言及
i f
8
(揺)ife v e r
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)-
K G R: 本文
言及
i f
ll( 接)if it had n ot be e nfo r - / had it
n otbe e nfo r -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
例文( 上記は接続詞 if, お よ び動詞 had の と こ ろ
で の状況)
i n
l(副) 動詞+ in ｡ n -
(K N C)-
(O R E) -
(TGE)-
in の 語 の もと で の 記載
i n
3
(前) 金額+ in -
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) I
例文 (他 の 辞書 に つ い て は 本稿 の b. の 調査を参照)
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in a s m u cb( 接)ina sm u ch a sS V - /in
a s m u cb a sS V -
(K N C)-
(O RE) -
(T G E) -
S R H: 本文
例文
i n clu d e(動) 全部の もの の 場合
(K NC) (全体の 一 部 と して) 含む/ -
(O R E) ( 部分･ 要素として) … を含む/-
(T G E)< 人･ 物 ･ 事が > < 人･ 物 ･ 事>を ( 全
体の中の 一 部 として) 含む/一
最初が語義 の 説明, 次 が 当面 の 用例 と同 じ意味 に
な る例文｡
i n c r e a si n gly ( 副) ｢い よ い よ
･ ま すま
す｣
(K N C)本文
(O R E)be c o m ein c r e a singly sle ep y
(T G E)be c o m ein cre a singlydiffic ult
K C L:Itis be c o m i ng ln C r e a Sl ng y diffic ult to
liv e within my I n c o m e.
S R H: As Be ethoven gr e w olde r, it be c a m e
in c r e a sl ng y diffic ult fo rhim to he a r･
例 文を転記 して おく. (K E J, K G Rに は例文 が な
い ｡)
in s ofa r (接)in s ofa r a sS V - ( 分か ち
書きに な っ て い る場合)
(K N C)-
(O R E)-
(TGE) -
K C L: 本文
分かち書き の 場合 の 例文
i n t e r e st(名)in theinte r e st of -
(K N C)-
(OR E) -
(T G E)-
S R H: 本文
例文
i n t o
2
(前) 基数詞 - 1 into - 2 ｢- 1 だ け入 っ
た と こ ろで｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) ～
例文
i n v ol v e
2
(動) ｢ 内容の 一 部 として も つ ･ 付帯
事項としても つ｣
(K N C) 第一 義 ｢巻き込む｣ (太字) / 第二義 ｢ 含
む｣ ( 太字な し)
(O R E)第 一 義 ｢巻き込む｣ (太字) / 第二義 ｢ 伴
う｣ ( 太字)
(T G E) 第一 義 ｢ 巻き込む｣ (太字) /第 二義 ｢ 含
む｣(太字な し)
意味 の 表わ し方
it
5(代)It is n ot tbat -
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)一
例文
k n o w
l
( 動)｢思慮分別が ある｣
(K N C) 本文
(O R E)I kn o wbette rtha nto giv eto ngu eto
this qu e stio n.
(T G E)Y o u sho uld ha v ekn o w nbette r(tha n
to do s u ch things).
例文 (3辞書とも成句 として の 取り扱 い で ある｡)
k n ｡ w
3(動)S Vn otkno w + 疑 問詞
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) 本文
言及
1 a t e
2(形) ｢ 故人｣
(K NC) m y late fathe r 亡 父 / the late M r.
Br o w n故 ブラ ウ ン氏
(O R E) -
(T G E)thelate pr e si de nt 前 大統領/ he rlate
(1a m ellted)hu sba nd 彼女 の 亡夫
例文
l a t e r( 刺) 基数 - late r
(K N C)本文
(O R E)-
(T G E)-
K G R: 本文
例文
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1e a stl(副)le a st - 緩叙法
(K N C)-
(O R E)-
(TG E) -
(S R Ⅱ) 本文
言及
1 e a v e
2(動)1e a v eO C(こ の 語順)
(KNC)-
(O R E)-
(T G E)一
例文
1 e s s
2
( 副)thele s s+ 形容詞 + 名詞 , 絶対比
較級
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)一
言及(なお, 見 出 し語 the の もと で も事情も上 と
同 じ)
l o gi c al( 形)｢自然 に思 い 付く｣
(K N C)-
(O R E) ( 本文)
(T G E) ～
言及
L o n d o n(名) 国家
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)一
例文
m a ny
l( 代) 無特定的な用法
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)本文
こ れ に該当す る例文
m e a n
l
(動)｢本当に そ の よ う に思 っ て い る｣
(K N C) < … > の つ もりで 言う｡
(O R E) … の つ もりで 言 う ｡ … の こ と を さ して 言
う｡
(T G E) < 人が> < 言葉などを> (… の) つ も りで
言う｡ … を指 して い う｡ (. ‥ の こ と を)言おう
とす る(that節)0
意味 の 説明 と して 用い られ て い る文言
m e rit( 動) ｢ 値する｣
(K N C)-
(O R E) 本文
(T G E)一
例文
m i x ed(形)
(K N C)-
(OR E) -
(T G E) -
ニ ュ ア ン ス の 点 の説明
m ｡ r e
4(副)the m o r e+ 形容詞 + 名詞 , 絶 対
比較級
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) 一
言及 (な お, 見 出 し語 the の も と で の 事 情も上記
と同 じ)
m u cb
l (代)m u ch ofa -
(K N C)-/-
(O R E) s o, to o な ど を伴 っ て / Ha mletis to o
m u ch ofa thinke r.
(T GE)本文/本文
to o m u ch ofa - の 用法 の 説 明/ そ の 例文
m u c b
2
( 代)s o m u ch a s - ｢ - す らも｣ 条
件を い う場合
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) I
例文
m u ch
4
(形)s o m u cb - さ は ど 意味 の な い
｢同じ分量 の｣
(K N C) -
(O RE)-
(T G E)I
例文
n e a rly
2
(副)｢ほ とん ど｣, 肯定的
(K N C) 第一 の b . の 区分 I w a s n e a rly r u n o v e r
by a c a r. ∴ 第
一 の a . の 区分 Itis n e a rly
halfpa stsix . / We a r e n e a rly at the top
ofthe bill. は か
(O R E) 第一 区分 He v e ry n e a rly m a r ried he r.
/S he w a s n e a rly a s rich as him s elf. は
- 39 -
か ｡
(TGE)第 一 区 分 He v e ry n e a rly fell into the
po ndノ n e a rly alw ays ほか
E C L: 第 二 区分 O b, I n e a rly fo rgot. / W e
n early mis s ed the bu s. ∴ 第 一 区 分 It is
n e a rly nin e o
'
clo ck . / It is ne a rly tim e
to go to bed. は か｡
K N E: 第 一 区 分 の b. S he n e a rly fell into the
riv e rノ ∴ 第 一 区分 の a . It is ne arly tim e
to go . / T he lette ris n e a rly finished. は
か ｡
S C : 第 二 区分 In e a rly mis s ed thebus ノ Sbe
w a s n e a rlydr o w n edノ e s c ape n e a rly は
か/ /. 第 一 区分 T he ne w ho u s eis n e a rly
finishedノ It
'
s n e a rlytim eto go . ほか ｡
前項 目(n e a rly
l) の こ とも合わ せ て 記すo ∴ の 前
に否定的な意味 の た め の 意 味区分と例文, ∴ の 後
に肯定的な意味 の た め の 意 味区分 と例文を記す｡
∴ が な い 辞書で は こ の 区分分けが行われて い な い ｡
(他の辞書に つ い て は本稿の b. の 調査を参照)
n e xt
l(形)次の次
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)I
例文
a ot3( 副)and と共起する場合
(E N C) 本文
(O R E)-
(T G E)I
例文
n ot5(副)n ot o nly Ⅲ ot - 1 , but(n ot)
-
2
(E N C) -
(O R E)-
(T G E)本文
言及
n o w
3
(揺) n o wtbat - 1 , - 2 ｢い ま や - 1
で ある とい う状況 の も とで｣
(EN C) な い
(O R E) な い
(T G E) な い
n o w
2
の 項 目 と の 間 に別 々 の 取 り扱 い が あ るか
o f
ユ(前) ｢- の 中 に あ っ て｣
(E NC) 本文(成句として)
(O R E)he r e of al 1pla c e s
(T G E)ofallthings
例示
o f
8
( 前)- 1 be of - 2 . 材料
(E N C) -
(O R E)-
(T G E)-
S R H: 本文
言及
o f
9( 前)- 1 be or
-
2 , 所属
(E N C) -
(O R E)-
(T G E)I
言及
o f
lO(前)- 1 be of - 2 , 目的格属格
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)I
言及
o n
7
/u p o n( 前) ｢- また -｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
S R H: 本 文
upo n の と こ ろ で の 記載
o n e
l
( 代)｢ 人｣
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E) W e a r e n ot the o n e sto tell bin .
(<tbe - (s) + 修飾語> の 区分に)
例文
o n e
5
(代) ｢そ の 一 つ の 例｣
(K N C) 既出の 可算名詞 の 反復 を避 けて , (そ の)
一 つ , そ れ
(ORE) 先行する可算名詞句 の 二些
(T G E)a (a n)+ 名詞 の 代用 で , 非特 定 ま た は総
称 の 人 ･ 物 を指す
IN E: 前 出名詞 と の 反復を さけて
K E J: 同 一 名詞 の 反 復を避ける た め に a + 普通名
詞の 代わり に用 い て , そ れと同類の者(物)
K G R: 可算名詞 の 反復を避け る た め に 用 い て , 同
類の も の
- 40-
K N E: 既 出の c o u ntable の 名詞 の 反復を避けて
こ の 用法が 属す る意味範時の 規定 の 仕方｡ 下嫁 は
引用者｡ (他 の 辞書に つ い て は本稿 の b. の 調 査を
参願)
o n e
6
(名)fo r o n e｢ 一 例 を言え ば｣
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
K C L: 本文
例文
o n e s e1 f
6( 代)in spite oro n e s elf
(E N C) -
(O R E)-
(T G E) -
S R H: 本 文
例文
o nly
l
( 副)o nly の 位 置の 問題
(EN C) - - (o nly が動詞 の 傍 に あ る 文 が , そ う
で は な い 文と同 じ意味であ る旨の 説明があ る一
引用者).
(O R E) 論文 な ど の 改 ま っ た 文 体 で は, … only
は 限定す る語句 の 直前 に置 かれる傾向が 比較
的強 い ｡ しか し口語的 な文体で は, … の 位置
にく る こ とが 非常 に多く, 話 し言葉 で は音調
に よ っ て 意味が あい ま い に な る の を防 い で い
る｡
(T G E) o nly は通常修飾する語 ･ 句 ･ 節 の直前か,
時に 直後 に おく｡ 略式で は動詞 の 直前 (be 動
詞, 助動詞 は そ の 後) に 置かれ る傾向にあり,
o nly に修飾 さ れ る語 は強く 発音され る｡
IC E: ｢ 動詞を限定｡ He c a n o nly gu e s s(gu e s s
o nly). 主語 を限定｡ Only yo u (Y o u only)
c a ngu e s s … しか し o nly は動詞 と結合して
い て も他 の 部分を限定する こ とが あ る｣
IN E: ｢o nly の 位置 に よ り意味が異 な る こ と が あ
るo Only yo u (yo u o nly)c a ngu e s s. は
主 語 を限定, Yo u c a n o nly gu e s s(gu e s s
o nly) は動詞を限定｣
K N E: ｢た だ し … ( 例示一引用者) と云う べ き と
こ ろ に , o nly を述語動詞 の 前 に 置 い て …
(例 示 一 引用者) と い う傾向もあ る｣
O C E: ｢ 文を修飾す る場合 は動詞 の 前 に 置 か れ る
こ とが 多 い ｡ 一 般 に は o nly を動詞 の 前 に 置
く傾向が強く, ま た特に強調す る場合を除 い
て は 副詞 o nly が 文頭 に来る こ と は少 な い｣
S R H: ｢とく に形式張 っ た 書 き言葉 で は , 修飾す
る語句 の 直前 に置 か れ る こ と が 多 い ｡ … しか
し only が 最も多く置かれ る位置 は , (本)動
詞 の 直前で あり, 話 し言葉 で は 強勢に よ っ て
文意を明 らか に し, 一 般 に 強 く発音 され る語
句 が修飾 され る要素であ る こ と にな る｣
説明の 転記 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調 査
を参照)
o rd e r
l
(名)in de s c e nding,
o rde r
(E NC) -
(O R E) -
(T O E) -
K E J: 本文
E G R:本文
言及
o tb e r wi s e
l(副) ｢そ れ 以外 の 点 で は｣, 名
詞句内 の小部分と して の
用例
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
K G R: 本文
例文
o t he r wis e
2
( 副) ｢さもな ければ｣, 名詞句
内の小部分 として の 用例
(K N C) -
(O RE)-
(T G E)I
例文
p a i d(動一分詞)S be pai d ro r｢S に, そ の 代
価が 支払 わ れ る｣
(K N C) -
(O R E) 本文
(T G E)-
K E J: 本文
例文
p a y a b le(形) 支払うべ き
(K N C) 本文
(O R E) payable to be a r e r
(T G E)-
O A L: 本文
K C L: 本文
例文
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p1 a c e( 名)in thefir stpla c e
(K N C)本文
(O R E) -
(TGE) ～
言及
pl a u si b le (形) ｢しか る べ き｣
(K N C)-
(OR E) 信頼でき そ う な
(T G E) (請, 議論な どが) 妥当な-
K E J:(説明が) 穏当な
S R H: も っ と もら しい (か な らず しも悪 い 含 み は
な い)
説明
p o 1 i ti c al 1y( 副)politic ally c o r r e ct
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) 一
例文
p o w e r s( 名) 当局
(K N C) -
(O RE)-
(T G E)-
S R E: 本文
例文
p r og r e s si v e ly(副)｢しだい に｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)-
L G M: 本文
例文
p u t
l
(動 一 分 詞) put, S V -
(KNC) -
(O R E) -
(T G E)I
例文
q u ot e(動)S bequ oted as - ･ ･ing -
(K N C)本文/ < 新聞な どで よく用 い ら れ る>
(O R E) Ⅱe w a squ oted a s s aying that … 彼
は … と述 べ て い ると伝 え られた / <->
(T G E)Heis qu oted a sba ying s aidthat …
彼は … と言 っ た と い われて い る / <- >
IC E:-
K G R: -
K N E: -
S R H: -
/の 前 は例文, 後 は説明
r el a ti v e(名)親族
(K N C) 親類(の 人), 親戚 (の 人) /本文 : He's
a clo s e(dista nt) r elativ e of min e.
(O R E) 親轍, 親戚, 姻戚, 縁者 / 本文
(T G E)親族, 身 内o 家族や 結婚 に よ る縁者を含 む
/ 本文
/ の 前 は意味 の 規定, 後 は例文
r el e v a nt / ir r el e v a n t( 形)｢重要
性 ･ 有意義性 が あ る/な い｣
(K N C) 本文/H is r e m a rks a r eir r ele v a nt to
the s ubje ct under disc u ssio n.
(O R E) a c o nfide ntial m atte r r el v a nt to the
ca se/ir r ele v a ntto o ur argu m ent
(T G E) Yo u rqu e stio nis n ot r ele v a nt to the
s ubje ctノ ー
L G M: T he s eis s u e s ar edir e ctly r ele v a nt to
the n e eds ofslo wle a r n e r s. /本文
r ele v a nt/ir r ele v a nt の 例文
r e st(名)tbe r e st or -
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) 一
言及
s ab o t a g e(動) 破壊活動をする
(K NC)s abotage ape r s o n
"
s pla n
(O R E)-
(T G E) -
S R I七本文
例文
s ai d( 動一分詞)｢そうは言 うもの の｣
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
K C L: 本文
言及
s ay
2(動)what S ba v eto s ay
(K N C)-
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(O R E) -
(T G E)一
言及
s 也 e
2
( 代) 同一 の 人称代名詞, 異 な る 指示対象
(K N C) -
(O R E) -
(T G E) 一
言及
s h o ul d
5
(助)- sho uld Sl do ｢万
一 Sl が
----する とした ら, - で あろ う｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) 一
言及
s h o ul d
K
( 助)thatS do
(K N C) 口 語 で は sho uldを用 い な い こ と が多
い ｡
(O R E) < 米> 語で は sbo uldを用 い ず, 原 形動
詞 (仮定 法現在) だ け で あ る の が ふ つ う｡
< 英>でも こ の 傾向が広く見られ る｡
(T G E) - (例文の み)
上 は説明文 の 転記
s o
2
( 副)It s ohappe n ed that -
(E N C) 本文
(O R E)-
(T G E)一
例文
s o
3(副)Soitbe that -
(E N C)-
(O R E) -
(TG E) -
K E J: 本文
例文
s o
6
(副)s o m u ch s othat -
(K N C)-
(OR E) 本文(成句と して の 言及)
(T G E) T he s e a w a s v e ry r o ugh-s o m tl Cb s o
tbat the ship c o uldn
'
tget intotheharbor .
例文
s o m e o n e( 代) ｢ 者( 人)｣
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
K E J: 本文
例文( 言及)
s o m et h in g
l(代) ｢物｣
(KN C) -
(O R E) 本文
(T G E)一
例文( 言及)
s p o k e n(動 一 分詞)S be spoke n ora s -
(E NC) 本文
(O R E) -
(T G E) 一
言及
s up po s e
2
(接)s up po s e - 1 , - 2
(K N C) 動詞
(O R E) 動詞
(T G E) 動詞
品詞 の 取り扱 い
s u p po s ed
3
(動 一 分詞)be s up po s ed to do
(K N C) -
(O R E) 本文
(T G E)I
例文
s u sp e ct (動) 悪くな い こ と に つ い て 言 う場
合｡
(K N C) 本文
(O R E)T he a n s w e rtothisqu e stio n, s cie ntists
ba v elo ng s u spe cted, lie sin the ge n etic
m ate rial ofthe c ells .
(TGE) - (通例好ましく な い こ とや都合の悪 い こ
とに た い して用 い る, と説 明が あ る｡)
該当す る例文
t e ch n i c al ly (刺)｢規則(条文) 通り に い
う と｣
(K N C)-
(O R E) -
(TGE) -
K C L: 本文
例文
t el l in g( 形) /- 1y( 副)｢強烈に｣, 副詞 と
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して の 用法
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) ～
例文
t e r m s
2
(名)in te r m s of 動名詞 …
(K N C) -
(O R E) -
(TGE) 一
言及
tb a n
6
(関代) - tha n V -
(K N C)He r s e r vic e s a r e m o r e v alu able tha n
w as s up po s ed. 彼女 の 尽力 は想像 して い た
より貴重 なもの で あ る｡
(O R E)It ha s c a u s ed gr e ate r cha nge s tha n
had o c c u r r ed sin c e2
,
000 B. C. そ れ は 紀元
前2000年以降に起きた大変化 よりも大き な変
化をひき起 こ した
(T G E) W e ha v e m o r e ap ple stha n c o uld be
e ate nin aday. 1 日 で は食 べ きれ な い は ど
の リ ン ゴが あ る
S C C: √T be r eis m o r ein life tha n m e et the eye .
人生 に は 目に み え る以上 の も の が ある
言及, 例文 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b. の 調査
を参照)
t九 a t
3
( 代)tbatis
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) 一
例 文
t h a t
23( 閑代) 名詞+ thatS be, 関 係 代名詞
の thatが 続く
"
S be
"
に と っ て
の 補語
(K N C) a . 主語 と して b. 補 語 と して c . 他動 詞,
前置詞 の 目的語 として
(O R E)1. 主語 2. 目的語 ･ 補語
(TGE)1. 主 格 ･ 目的格
K C L:1. 主 語 とな る 2. 他動詞 の 目的語 とな る 3.
前置詞 の 目的語とな る 4. 補語と な る
以上 は, 意 味区分の立て方｡
I C E: < 記述名詞 ･ 記 述形容詞を先行詞 とす る挿
入句的感嘆節 で> Fo olthat heis!/ <-
wbo , w ho m , w bicb> Fo ol that he is!
(( 同じ例文が 二度 の っ て い る)
I N E: < 記述名詞 ･ 記述形容詞を先行詞とす る挿
入句的感嘆節で> Fo ol that beis!
S P E: < 関係代名詞の 先行詞 が補語 に な っ て い る
場 合> Fo ol that la m!
以上 は, 本文で 言及した例文｡ (他の 辞書 に つ い て
は本稿 の b の 調 査を参照)
t h a t
24
( 開代) 名詞1that be 名詞2 (名詞2 は固
･
有名詞)
(KN C)-
(O R E)-
(T G E) ～
言及 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b. の 調査 を参照)
t也 a t
25
( 閑代)二重限定 の 関係詞構文
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)I
言及
t 也 a t
26
( 関代) 先行詞が疑問代名詞 の what
(K N C)-
(O R E)本文
(T G E) ～
言 及
t b a t
27/ w h ic bl/ w b ｡1 ( 関代) 名詞 +
that + S Vl
- + V2
･ . / 名 詞 +
wbich + S Vl
- + V2
- / 名詞+
who + S Vl
- + V2
-
(K N C)that:-
which:-
who :-
(O R E)that: 本文
which: - ト｣
who: -
(T G E)that:-
which: 本文
w bo :本文
言及(例文)
t h a t
K~7( 関代) 名詞+ Sbe, ｢S がす な わ ち そ
れ な の で ある と こ ろ の , 名詞｣
(KN C)-
(O R E) 本文
(T G E) T he s e a r ethe o nly go od bo oks (that)
the re a r e o nthe s ubje ct.)
省略を示す例文
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tb a t
E~8( 関代) 名詞+ the r ebe, ｢存 在して い
ると ころ の , 名詞｣
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) 本文
省略を示す例文
th a t
K ~1 0
( 閲代) 名詞+ S VC( 第5文型)
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) 一
例文
th a t
K-ll(w h ic hK-1/ w h oK~1) ( 開代)
名詞 + S Vl
- + V2
-
, 挿 入 節を
含 ん だ 関係代名詞節か らの 関係代名詞
の 省略
K N C:that:-r-J
w bicb:- ト｣
w bo : - ｢ 主格の 関係代名詞 は省略を し な
い の が 原則 だ が , tbe r eis … な ど の
後で は省略 さ れ る こ とが ある｣
(O R E)that: 本文/ ｢ 関係詞省略: 主語 の 場合
に は tbe r eis (a r e) の 後や it … tbat の 場 合
以外省略 し な い｣
which:-/ ト｣
w ho : - / ｢ふ つ う は省略不可 で あ る が ,
tbe r eis … 構文な どで は [口] で省略
す る こ と もある｣
(T G E)that:-/ ｢T he r eis で始ま る文 で は主格
でも省略可能｣
v hich: 本 文/ ｢ 主格であ っ て も挿入句前
の w bicb が省略 されると とが あ る｣
who :本文/ ｢ 略式で は T be r eis(w a s) . ‥
や 強調構文 の Itis(w a s) … の 後 で は
省略 され る こ と が あ る｡ / 挿入句の 前
の wbo が 省略 さ れ る こ とが あ る｣
S R H: 本文
初 め に, 当面 の 形式 の 例文｡ 次 に, 主格 関係代名詞
の これ 以外 の場合を含むあらゆ る 場合 で の 省
略に関す る説明 の 文言 ｡ ( 他の 辞書 に つ い て
は本稿 の b. の 調査 を参照)
t h e
2
(冠) 呼び替え の あ る場合
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)一
例文
th e
4
(冠) 社会, 世間 に基礎をおく
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)一
例文
t h e
6
( 冠) 唯我的｢了解の基礎｣
(K N C)-
(O RE)-
(T G E)一
言及
t be
7
(冠) 小説の 書き出 し
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) ～
言及
th e
ll( 冠)the + 国民名, 国 際社会 の 単位 と し
て
(K N C)-
(O R E) -
(TG E)-
こ の 形式 の , こ の 意 味 に 当 た る 用例 ( 他の 辞書 に
つ い て は本稿 の b. の 調 査を参照)
t h e
12( 冠)the + 家名, 個人名 の 場合
(K N C)-
(O R E) -
(T G E) ～
用例
t b e r e
2(副)r｡ rtbe r et｡ be C , ･,t｡ be ･･ が
副詞 的
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
t h ir d(名) 分数
(K N C) On e (a) third ofthe s enators are
ele cted e v e rytw oye a r sノ
ー
(O R E) a third or ltaly
'
s c o n s u mptio n of
she etgla s s/ fol da r obein thirds
(T G E)本文/ tw othirds
S RH: one third ofthetotal/ 本文
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例文 ｡ / よ りも後 の と こ ろ は, 分 子 が 2 以上 の と
きの も の
t b is
l( 形)this + 人 の 立場をあらわす 名詞
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)-
S R H: 本文
言及
t ho s e3(代)tho s e ofu s - な ど
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) 一
言及 (例文)
ti m e(名)s om e ortbe tim eな ど
(K N C) -
(O R E) -
(TGE) -
当面 の 形式 の も とで の 例
t ｡
6
(前) 名詞+ to do
(K N C) な い
(O R E) な い
(TGE)な い
参照案内の 断り書き の 有無
t o
7
(前)S be + 形容詞 + 名詞 + to do ｢S は
----する の に は--であ るよ うな 名詞だ｣
(ⅩN C) -
(O R E)-
(T G E) 本文
言及
t o
9(前)S V - , to do , ｢S V - で あ る｡ そ し
て や が て ,･---する｣
(K N C) < 結果>
(O R E) < 結果>
(T G E)< 結果>
所属す る意味範噂
t o
to
( 前)To do, S V - ｢次 は---す る (do) こ
と に 当た る の で あ る が , す な わ ち S V
- で ある｣
(K NC)-
(O R E)本文
(T G E)-
言及
t o
K
(前)｢to 不定詞｣ に お ける省略
(K N C) - / 本文
(O R E) - / A ll he c o uld do w a s(to)repe atit.
(T G E)-/I
比較表現 の 場合の例示/補語 の場合の 例示
t o o
l
(副)allto o -
(K N C)It e nded allto o s o o n.
(O R E) Ou rholi days e nded allto o s o o n.
(T G E)本文
例文
t o o
3(副)n ot + to o - , 緩叙法
(K N C)-
(O R E)-
(T G E) -
こ の 用法に つ い て の 説明
t u r n(名)in tu r n
(K NC) -
(O R E)-
(T G E) 本文
言及(例文)
tu r n ed(動 一 分詞)名詞1 + tur ned + 名詞2
(K N C) -
(O R E) 本文
(T G E) Sally Quin n is a r eporter-tur ned-
nov elist. サ リ
ー - ク イ ン は 新聞記者 か ら小
説家 と な っ た
K C L: 本文
L G M: a cto r tu r n ed politicia n / fo otball
playe rtu r n ed a utho r[s o m e o n e who ba 島
do n e o n ejob and then does s o m ething
c o mpletely diffe r e nt.
O A L: He
'
s ala wye rtu r n ed politicia n (He
w a sform erly a la wyer but is n o w a
politicia n.
W B S: W a rtim edia ry of a Jo u r n alist tu r n ed
lie ute n a lltC O m m a nde r./ W alls ris e she e r
a r o u ndthe c o u rtya rd tu r n edthe ate r.
例文 とそ の 訳文(他の 辞書に つ い て は本稿 の b. の
調査 を参照)
u p
l( 副)up a nd do wn 副詞 と して の 用例
(K N C) -
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(OR E) -
(T G E)-
K E J: 本 文
例文
w a y
5
(名)- 1 , tbe w ay - 2 ｢- 1 で あ る o そ
して他方 で｣
(K N C) -
(OR E)-
(T G E)-
｢そして他方で｣ の 場合｡ 言及
w ay
6( 名)the w ay - ｢- か ら判断す る と｣
( 判断者の 明示 が な い)0
(K N C)本文
(O R E) He s e e m ed u n e a sy the w ay he sto od
there .
(T G E)-
K E J: T he w ay they pr opo s ed the proble m ,
w e c a n a ss u m ethat n o n e of the m a r e
think ing ofcha ngl ng their mind.
S R H: John m u stbe in lo v e with Judy, the
w ay hetalks abo uthe r.
当面 の 用法 の 例文 (他の 辞書 に つ い て は 本稿 の b.
の 調査 を参照)
w ay
7(名)the othe r w ay a r o u nd
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)-
K E J: 本文
例文
w a y
8(名)ha v e a w ay o 卜 -ing
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
イ デ ィ オ ム として の 扱 い が あ る か
w e ek( 名)時間数 + w e ek な ど
(K N C) -
(O R E)-
(T G E)本文
S R H: 本文
例文
w el 1
2(副) - 1 a S W ella s - 2 二 つ の 事 柄 の
単な る並列
(K N C) 本文
(OR E)-
(T G E) -
K G R: 本文
例文
w h a t
2(代)wbatS be(all) abo ut
(K N C)-
(O R E)-
(TGE) -
S R Ⅲ: 本 文
allを伴 わ な い 場合 へ の 言及
w h a t6( 関代) what be C, 事 物 な い し事象を
what節 の中に包 み込む｡
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)I
言及
w h a t
lO
( 関代)- 1 , - 2 ! a nd whatn ot
(K N C) 本文
(O R E)-
(T G E) 一
例文
w h a t
14
( 関形)
I,
what + 名詞
''
が 主 格 (主語)
の場合
(K NC)-
(O R E) 本文
(T G E)-
K EJ: 本文
例文
w h a t i s
K
(特別) 形容言札 S V ･ 1 . (形容詞は
セ ン テ ン ス の 先頭)
(K N C)-
(O R E)-
(T G E)一
言及
w b a t e v e r
l
( 閲代) w hate v e rV ･ イ Ⅴ - で
あ る よう な も の は何 で あろ う と｣
(K N C) -
(O RE)-
(T G E)本文一
例文
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w b e r e3(開副)It be C w he r e - ｢- で あ る
場所は, C で あ る｣
(K N C)-
(O R E) -
(TGE) 一
言 及
w hi c h is
K
(特別)S V･ ･ , 名詞 .
(K N C) -
(O R E) -
(TGE) 一
言及
w b ic b e v e r(関形)whiche v er名詞 - ｢-
で あ る よ うな 名詞 はどれで も｣
(K N C) < 疑問形容詞>本文
(O RE) < 関係詞> Ple a s etake whiche v e r
(o n e)yo ulike . ど ち ら(ど れ で も欲 し い の
をお取りなさ い
(TGE) < 関係代名詞; 形容詞 的用法> Take
w hiche v e r(o n e[o n e s])yo u w a nt. 欲 し
い も の を どれ(どちら) でもお取りな さ い
w h o l e(形) whole - , 個 々 に お い て そ れ ぞ
れそ の 全体
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)I
言及
w h o s e
2
( 閲代) 名詞1 , Who s e+ 名詞2 + it
beto do
(K N C) -
(O RE)-
(T G E)一
言及
w itb
8
(前) 他動詞+ 0 with -
(E N C)-
(OR E)-
(T G E)I
見出し語 witb の も とで の 言及
w i t b
E ~1(前)S V - , 名 詞 +----ing
(K N C) -
(OR E)一
(T G E) 本文
例文
w i t h
E~3
(節)S V - , 名詞 + 形容詞
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)A
例文
w ith
K~4(前)S V - , 名詞1 + 名詞2
(K NC) -
(O R E)-
(T G E) I
例文
w o ul d
l( 助) 純粋な , 過去 か ら見 た未来
(K NC) -
(O R E)-
(T G E) -
K G R: 本文
例文
w o ul d
3
(助) 単な る仮定
(K N C)-
(O RE) -
(T G E)-一
説明
w o u1 d
4
(助) 文内の 何 か別 の表現が, 現実 に反
す る仮定 の 条件を提示す る
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) -
E CL: 本文
例文
y e s(副) 否定を否定する形, セ ン テ ン ス を伴わ
な い
(K N C) -
(O R E) -
(T G E)一
例文
y o u
l(代) 総称的(3人称複数)
(K N C)-
(O R E) -
(T G E)-
y o u
2
(代) 総称的(1人称単数)
(K N C)-
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(O R E) -
(T G E) -
K E J: 本文
例文(他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)
y o u
3
( 代) 総称的(3人称単数)
(K N C) -
(O R E)-
(T G E) 一
例文
y o u
4
･( 代)た ん な る 3人称単数 へ の 転用
(E N C)-
(O R E)-
(T G E) I
例文
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b . 13英和辞典の 記述 (21単語24語法)
序/ 辞典一 覧/a9 - yo u2/ 比較
序
1 こ こ に13英和辞典とは, 本稿冒頭に触れた英文解釈キ ー ワ ー ド論 の ｢資料｣ に E - 1腰; 2
鹿 3鹿 4粛とし て挙げる予定の 合計13の 辞典を いう ｡
2 見出し語の 肩の小さな番号は上記の キ ー ワ ー ド論 で使用する番号｡ 見出し語の 次の 短い字句
はそ の 単語の 当面に問題に して い る語法｡ こ こ で はそれぞれ の語法に つ い て , 上記の 英和辞
典の 記述 一 例示文, 意味 の規定, 説明 の文言, 等 - を そ の まま転記する｡ (随所に ｢本文｣
と ある の は上記の キ ー ワ ー ド論 を指し て い る｡)
3 辞典に は改版が行われるが, 以下は K CL, K E J, K N Cの 3辞典 に つ い て そ の1991年の 時
点で の状態を, 他 の辞典に つ い て そ の1995年の時点で の状態を表わすも の で ある｡ こ の調査
は こ の ような不整合を内部に 含ん で い るため に , こ れ を自己完結性の ある調査とし て提示す
るこ とは不適切で ある｡ しか しあえ て こ れを報告する理 由は, こ の 調査が上記の キ ー ワ ー ド
論 の ため に かね て より進行中の 一 連 の作業 ( 同論考に ｢英和辞典の 記述｣ の ｢手続 ･ ま とめ｣
とし て述 べ る) に お い て , そ の 中 の 一 つ の ス テ ッ プ に 当た っ て い るか ら で ある｡
4 こ の調査は, そ の 一 部分が既に発表済みの次の 2論文の 報告を再利用する形の も の で ある.
｢名詞の 概念を限定する接続詞節の A S｣, 『富山医科薬科大学 一 般教育紀要』 第14号 (1992),
1-10頁｡ / ｢英和辞典に記載が望まれる基本的単語の語法 - a ny, best, c om par e, give,
in, that, tur n, which をめぐ っ て｣, 『富山医科薬科大学 一 般教育紀要』 第16号 (1994),
27-43頁｡ た だ し, 再利用で ある に もかかわ らず, 内容が こ れらと食い 違 っ て い る部分が あ
る｡ こ れ に は本調査があ らたな視点を用い て い る場合と, 本調査が1995年に おける状態 (上
記の第3 で述 べ た) を取り入れ て い る こと に よる場合とがある｡
5 各項目の末尾に , そ こ に は い かな る性質の記述が転記 して あるか , を記す｡
辞典 一 覧
英和辞典の書名, 版を こ の調査の ときの状態に即し て表わ して おく ｡ ※印の 6辞典にお い て ,
｢資料｣ に お い て 行なう表示との 間に相違がある｡ な お略号の KCL は こ こ で は K L Eで ある
べ きだが, あ え て上記の ｢資料｣ に掲げる略号を用い て おく｡
版や書名の 変更に付帯する 一 連 の事情は, 上記 の キ ー ワ ー ド論 の ｢英和辞典 の記述｣ の 章
(その ｢手続 ･ ま とめ｣ の部分) で述 べ る｡
『岩波英和大辞典』 中島文雄編 (岩波書店, 1970- 18刷) ⇒ IC E/ 『岩波新英和辞典 (捕
訂版)』 中島文雄, 他編 ( 岩波書店, 1987一補訂6刷) ⇒ IN E/※ 『講談社英和辞典 ( 第2
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版)』 川本茂男編 (講談社, 1977- 16刷 ) ⇒ K E J/※ 『研究社リ - ダ ー ズ英和辞典』 松田
徳 一 郎監修 (研究社, 1984- 12刷) ⇒ K G R/♯ 『研究社 ライ ト - ウ ス 英和辞典 (第2版)』
竹林滋, 他編 (研究社, 1990- 7刷) ⇒ K C L/ ･X･ 『研究社新英和中辞典 ( 第5版)』 小稲
義男, 他編 (研究社, 1985- 34刷) ⇒ K N C/ 『研究社新英和大辞典 (第5版)』 小稲義男
編 (研究社, 1980- 22刷) ⇒ K N E/ 『旺文社英和中辞典』 高橋源次監修 (旺文社, 1975-
1 991重刷) ⇒ O C E/ 『旺文社 ロ イ ヤ ル英和辞典』 宮部菊男, 他編 (旺文社 , 1990- 1991重
刷) ⇒ O R E/ 『三省堂 カ レ ッ ジク ラ ウ ン英和辞典 (第2版)』 大塚高信, 他編 (三省堂,
1989- 5刷) ⇒ SC C/ 『小学館プ ロ グ レ ッ シ プ英和中辞典 (第2版)』 小西友七, 他編 (小
学館 - 15刷) ⇒ SP E/※ 『小学館ラ ン ダ ム - ウ ス 英和大辞典第2版』 同辞典第2版編集委
員全編 (小学館, 1994- 1刷 ⇒ S R H/※ 『大修館ジ ー ニ ア ス英和辞典 (改訂版)』 小西友
七編 (大修館, 1994) ⇒ T G E
a
9( 冠)a + 固有名詞
IC E: a N~e wton
I N E: Heis a He r c ule sin str e ngth.
K C L:I w a ntyo uto be a nE dis o n.
K E J: Heis a Napole o n.
K G R: aN e wto n
KN C: a Ne wto n
K N E: Heis a Ne wto nin his s cie ntificge niu s.
O C E: a He r c ule s/ a Ne r o
O R E: a M o zart/ a Da niel/ the mind
of a Ne wto n o r aBa ch / a se c o nd
M a chia v elli
S C C: aN e wto n
S P E: a nE dis o n
S R H: a Cic eroin eloqu e n c eノ He is a Jo n a.
/ A Je s u s m ake s aJuda sin e vitable.
T G E: He thinks beis a nE dis o n.
挙 げ られ て い る例
a n y
2
( 形) 最上級とと もに 用 い る場合
I C E: He is the m o st ge n e r o u s m a nof any.
(彼は 一 番寛大 の 男 だ｡)
I N E:-
K C L:-
K E J:-
K G R: He is the be st- kno wn of any living
n o v elist. (彼は 現存 の 小説家中も っ と も有名
だ｡)
K N C:-
K N E:-
O C E:-
O R E: -
S C C:-
SP E:-
S R H:-
T G E: I
例示 (カ ツ コ 内 は訳文)o
a s
12(接) 名詞(,)a s--ed.
I C E: < 前置詞 ･ 分 詞 な ど の 前 で そ の 意 味 を
限定す る｡ > m e n, a sdiffe r e nt(distin ct,
distinguisbed) fr o m a nim als / their
po sitio n, a s c o mpar ed with w hatit w a s
I N E: < 前置詞･ 分 詞 な ど の 前 で そ の 意味を限定
す るo >-
K C L: < ( しばしば先行す る名詞を修飾す る) 形
容詞 ･ 分 詞な ど の 前 に置 い て> the e a rth a s
s e e nfr o m aspa c e- ship
K E J: < 分 詞な ど を伴 っ て > a n atio n a s
distinguisbed fr o m a c o u ntry / this
c e ntu ry a s c o mpa r ed with the la st/
Tokyo a s s e e nfr o mthe air/He c a r ried
o ut the plan a spr o mis ed .
K G R: < 前置詞 ･ 分 詞 の 意 味を制 限 し て >
So c r ate s
'
c o n v e r s atio n a s r epo rted by
Plato
K N C: < 直前の 名詞 の 概念を制限して> < 形容
詞 ･ 過 去分詞 ･ 前 置詞 を伴 い > So c r ate s'
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c o n v e r s atio n a s r epo rted by Plato
K N E: < あと にあ る種 の 形容詞 ･ 過去分詞 ･ 前置
詞を伴 い 制限の 意を添え て > c olloquialis m
a s c o ntr a sted with lite r a ry style/ < 先行
す る名詞 の 概念を制限す る形容詞節 を導 い
て > T he sight ofthe m o u ntain a s s e e n
fr o mthelake - side
O C E: -
O R E: < 限定> <省略節>-
S C C: < 名詞を修飾> < 節は短縮 さ れ て
`
a s+
過 去分詞
' の 形 に な る こ と もあ る ｡ > Mt.
Fuji a s s e e nfr o mSuruga / T he K ing
'
s
e r r atic yet vlgO r O u Slife, a sdepicted by
S bake spe a r e/ a rtific al, a s op po s ed to
natural
S P E: < 名詞を限定す る節を導 い て > <itis は 慣
用的 に略され､ 節 に過去分詞､ 形 容詞 の く る
こ と が 多 い ｡ > the English la ngu age a s
spoke nin A m e ric a/the e a rth a s vie w ed
fr o m a s atellite
S R H: < 名詞を限定す る節を導い て >the English
la ngu age a s(itis)spoke nin A m e ric a
T G E: < 直前の 名詞を限定 して > <時に a s の
直後 に 主語 と be 動詞 が 省略 さ れ て 過去分
詞や形容詞 がく る こと もあ る｡ >-
こ の 名詞 (,) a s
-1･ed の 形式 に つ い て の 説 明 と例
文を転記す る｡ ( 例文が セ ン テ ン ス で あ る場合 は ,
うちの 当面問題 にして い る部分の み を記す｡)
a s
1 3(接) 名詞 (,) a s - (- は S V をも つ 形
式)
IC E:-
IN E: -
K C L: < (しば しば先行す る名詞 の 意味内容 を限
定す る節を導 い て > a lotabo ut Kyoto a s
he kne witten ye a r s ago
K E J: < + + > a butte rfly a sitc o m e s o ut
of the eg g/fr e edo m a s w egenerally
u nde rsta nd it
E G R: < 直前の 名詞 の 概念 を制限 し て> the
o rlgln OrS Cho ols as w ekn o wthe m
K N C: <直前 の 名詞 の 概念 を制限し て > the
o rlgln Ofu niv e r sitie s a s w ekn o wthe m
K N E: < 先行する名詞 の 概念を制限す る形容詞節
を導い て > the o rigin of English a s w e
kn o wit/Old John a s w e c alled him
O C E:-
O RE: < 限定>T hebook, a she gla n c ed at it,
w a s w ritte nin a n a wkw a rd w ay . そ の 本
は彼がちらり と見 た と こ ろ で は 分 か り にく い
書き方が して あ っ た
S C C: < 名詞を修飾> life a s w ekn o wit/the
U .S. A . a sls aw it ten yea r sago/ / < 挿
入的 に> (元来の 意味 は ｢ … の よ う に｣ で あ
るが , 文 頭 ･ 文尾 ま た は途中 に挿入 されて) …
だが ; ( 文頭に出て い る形容詞 や分詞 の 次 に
挿入 され た場合 は, け っ き ょ く強 め の こ とば
と な る) 実際､ 事 実｡ T his is an exa m ple
of n atu r als ele ctio n, a syo u c all iも(a sit
is c alled). こ れが い わ ゆ る 自然選択 の 一 例
で ある｡ ･ ･ ･
S P E: < 名 詞を限 定 す る 節 を導 い て > tbe
A m e ric a n w ay of life a sI kn o wit/ /the
Englisb la ngu age a s(it is) spoke n in
A m e ric a
S R H: < 名詞 を限定 する節 を 導 い て > tbe
A m e ric a n w ay of life a sI kn o wit/the
English la ngu age a s(主t is) spoke n in
A m eric a
T G E: < 直前の 名詞を限定 して > la ngu age a s
w ekn o wit
こ の 名詞(,) a s - の 形式 に つ い て の 説明 と 例文
を転記す る｡ ( <+ +> は項 目 の 設定 が意味 にも
とづ い て い て非統語論的｡ 例 示 が セ ン テ ン ス で あ
る喝合, うち の 当面問題 の 部分 の み を記す｡) な お,
<s c c> は上記の 他に さ ら に 9 つ の 例 文が あ る｡
b a r ely
2
( 副) 否定的な用法
I C E: <->-
I N E: <- >-
K C L: <ha rdly, s c a r cely は ｢は と ん ど ‥ . な い｣
と い う否定 の 意味で あ るが , ba r ely は ｢や っ
と (か ろ う じて) … す る｣ と い う 肯定的意味
を表 わす の が普通 だ が , た だ し 時 に は否定的
な意味 に な る こ と もあ る｡ >-
K E J: < ほ とん ど … な い >-
E G R: < ほ とん ど … な い > a ba r ely fu r nished
r O O m
K N C: < ほ とん ど … な い > T he oldm a nbarely
talkedto e a ch othe r.
K N E: < ほ とん ど … な い > -
O C E: < ほ と ん ど … し な い > I ba r ely he ard
a ny n ois ein the ho u s e.
O R E: < ( 否定)は とん ど … な い > I c a nba r ely
u nde r sta nd him . / T hey barely n e ed a
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thing.
S C C: < - >-
S P E: < は と ん ど … し な い > I ba r ely be a rd
a ny n ois e主n the ho u s e.
S R H: < は と ん ど … し な い > I ba r ely be a rd
a ny n ois ein the ho u s e.
TGE: < ( 家具な どが) 十分で な い > a ba r ely
fu r nished r o o m
意味 へ の 言及 と例文(本当 の 意味 で の 否定 の 意味
をも つ も の)
b e
ョ( 動一定形)be S - 1 0 r - 2 可能性 の 列挙
IC E:beit tr u e o r n ot.
I N E:-
K C L:-
K E J:-
K G R:beit tr u e o r n ot.
K N C:-
K N E: beit tr u e o r n ot.
OCE:-
O R E:-
S C C: -
S P E: -
S R H:-
TG E:I
言及
b e st(副)S be be st----ed ｢S は-･ ･ ･ され る の にか
ぎる
IC E:-
IN E: -
K C L:-
K EJ:-
K G R:-
K N C: T hat,isbe st r efu s ed .
K N E: T hisisbe st r efu s ed .
O C E:-
OR E: T he s e m e m o rie s a r ebe stfo rgotte n.
S C C:-
S P E:-
S R H:Itisbe stign o r ed .
T G E:一
言及
c o m p a r ed ( 動一 分 詞) - 1 , c o mpa r ed
to - 2 , 追 叙 的な
用法
ICE:-(Iha v edo n elittle this ye a r c o mpa r ed
with whatl did la stye a r.)
INE:-(-)
K C L:-(T he U S is la rge c o mpa r ed wi th
Japa n.)
K E J: - (-)
K G R:-(-)
K N C:-(T he e a rth is o nly a baby c o mpa r ed
with m a ny othe r c el stial bodies.)
K N E:-(-)
O CE: -(-)
O R E:-(T hey a r e w elloffc o mpa r ed with
w bat they w e r ete nye a r s ago .)
SCC:-(It w a squite alarge ho u s e c om pared
witb their s.)
S P E:-(c o mpa r ed with C hin a)
S R H: - (-)
T G E:-(-)
言及( /の 次 は, 文 の 述部が c o mpa r ed with -
''
の - の と こ ろ と比較 され て い るよ う な 例)
gi v e n
2
( 動一分詞) giv en - ｢- が 在 る の だ
か ら｣
IC E: giv e nthe s efa cts(pr e mis e s) (こ れ ら の 事
実 ( 前提)を仮 定す る と) / G iv e n go od
w e athe r, o u r ship willr e a ch Bo mbay
Friday e v e ning . / Given A and B, C
follo w s. (A と B が与え られ る と C が えられ
る)
IN E: giv e nthe s efa cts (pr e mis es)(こ れ ら の
事実 ( 前提) を仮定す る と) /giv e ngo od
w e ather(好 天に恵ま れ れ ば)
K C L: G iv e n go od he alth, nothing is
im po s sible . (健 康さえ あれ ば)
K E J: G iv e n go od w e athe r, ou r ship will
r e a ch Ka r a chi Friday m o r ning. ( 天気が
よ けれ ば) / Giv e nthe s up po sitio n a s
fa ct, the r e will be n o pla net like o ur
e a rtb in the u niv e r s e. ( もし こ の 仮 定を事
実 とす る と)
K G R: G iv e ngo od w e athe r, the thing c a nbe
don e. (天気が よ けれ ば)
K N C: G iv e ngo od he alth, o n ec an a chie v e
a nything. ( 健康で い ら れ れば)
K N E:giv e nthe s efa cts(コ レ ラ ノ ヲ (ト)ス レ
バ)/G iv e nhe alth, o n e c a n a chie v e a ny
tbing. (健康で あれ ば)
O C E: G iv e nhe alth, the thing c an be do n e.
( 健 康で あ れ ば) / giv e n A a nd B, C
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follo w s. (A と B が与 え られ る と C が えられ
る)
O R E: G iv e Ⅲ tbe abo v e a s s um ption s, it is
pr edicted that … (上 述 の よ う に 仮定すれ
ば) /Itw o tlld be po s sible, giv e n alittle
m o r etim e
,
to s a v eyo u r c o mpa ny . (もう
少し時間 があれば)
S C C: G iv e n go od w e athe r, the sh ip will
r e a ch the de stin atio n in tw o days . /
G iv e nthe choic e ofa n o v el o r aplay, the
latter willwin . (どち らか を選 ぶ ことに な る
と)
S P E: G iv e nthe ba sic pr e mis e, the a rgu m e nt
m ake s s ens e. (そ の 基 本前提を所与 の も の と
すれ ば)
/S R H: G iv e nA a nd B, C follo w s.(A と B が
与 え られ れ ば) /Given the ba sic pr e mis e,
the a rgu m e nt m ake s s e n se. (基本前提 を仮
定すれば)
TGE: Given he rinexpe rie n c e, (the n) she ha s
do n e w ell. (未 経験で あ る こ と を考 え合わ せ
る と, 彼女 は よく や っ た はうだ)
こ の 形式 に つ い て与 え られ て い る例文 (カ ツ コ 内
に訳文, な お, 見 出 し 語 は 一 部 の毒草書 に お い て
giv e nで は なく て giv eで ある)0
gi v e n
3(動一分詞) giv e nthat - ｢- と い う
事実 が在 る の だ か ら｣
I C E:-
I N E:-
K C L: G iv e nthat the r adiu sis 4 ft. , find the
cir c u mfe r e n c e. (半 径4 フ ィ ー トとす る と)
K E J:-
K G R: G iv e nthat the radiu sis4 fe et,find the
cir c u mfe r e n c e. (半 径4 フ ィ ート の場合)
K N C: G iv e n(that) o n eis in go od he alth,
o n e c a n a chiev e a nything. ( 健康で い られ
れ ば)
K N E: G iv e nthat the r adiu sis 10c m , find
the cir c u mfe r e n c e. ( 半 径10セ ン チ の 場
合) /G iv e rlthat yo u a r e right, ho w will
yo u explain this phen o m e n o n?(君 の 云 う
の が 正しい と して も)
O C E: glV e nthatthe r adiu sis 20c m , find the
circu mfe r e n c e. (半径20c m と して)
O R E: G iv e n a - b (a - b ナ ラバ ) / G iv ell
tbat allm e n a r e equ al( すべ て の 人 が 平等
だとす れば)
S C C: G iv e nthat the r adiu sis 3 fe et, find the
cir c u mfe r e n c e. (半 径が 3 フ ィ ー トと 仮定し
て)
S P E: Ho w c a nyo u w rite a gr a m m a r, gl V e n
that n o tw o spe aker s of a la ngu age
spe akthe s a m e w ay?(だれもが同 じ よ う に
し ゃ べ らな い とす る と , い っ た い 文法 が 書 け
るも の だ ろうか)
S R H: Ho w c a nyo u w rite agr a m m a r, gl V e n
that n o tw o spe ake r s of a la ngu age
spe akthe s a m e w ay?(だ れもが同 じよ う に
し ゃ べ ら な い とす ると, い っ た い 文 法 が 書け
るもの だ ろ うか)
T G E: G iv e n (that) sbe
'
s in e xpe rie n c ed,
(the n) she ha sdo n e w ell. ( 未経験であ る
こ と を考 え合わ せ ると, 彼女 は よく や っ た ほ
うだ)
例文(カ ツ コ 内 は訳文 ｡ な お, 見 出 し語 は 一 部 の
辞書 に お い て giv e nで は なくて giv eで あ る｡)
h a v e
7( 動)ba v eO----ed 受動 の 状態 の 持続
ICE: < ｢bave + 目的語 + 過去分詞｣ が 完了
(｢ha v e+ 過去分詞 + 目的語｣ )の 意味に近
い こ と が あ るが , 前 者 で は , そ の 時 の 状 態
が 強調 さ れ て い る> Yo u s u r ely had m e
s c a r ed.
IN E: < … して おく>-
K C L: < - > -
K E J: <->-
K G R: < ( ある状態 に) し て お く> T hey had a
cba rtspr e ad o nthetable ,
K N C: <-> S he had little m o n ey leftin the
pu r s eノ T heyhad a cha rt spr e ad o n the
table.
K N E: < - >-(I ha v e my dia ry w ritte n up.)
O CE: <->-
O R E: <状態 の 継続 ･ 惹起> <… を … の 状 態 に し
て おく (する), … が … (の 状態) に な っ て い
る> W e ha v e n opatie n c eleft. / He bad
hishe ad tilted to o n e side.
S C C: <->-(T hey have their work do n e./
P le a s eha v ethis do n e at o n c e.)
S P E: <->-(Hebad hisbo m e w o rk all do n e.)
S R H: < ‥ . の 状態 に す る ( 保つ , し て お く) >
T be pr oble m had m e stu mped.
T G E: <-> - (Ha v e the job done by
to m o r r o w.)
意 味の 規定と例文(意味の 規定 はそ の 中の ｢ 状態｣
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へ の 言及 に 相当 して い る部分 の み 記す｡ 例 文 は 意
味が ｢状態の 持続｣ で ある よ うな 文 ｡ ま た カ ツ コ
内は参考ま で に , や や そ れ に 近 い か もしれ な い 文｡)
i f
2
(揺)- 1 ,ifo nlybe c a u s e- 2
I C E: -
I N E:( 意味の み . 例文な し 一 引用者.)
K C L:-
K E J:-
KGR: -
K N C: W e r e spe ct him ifo nly be c a u s ehe is
ho n e st.
K N E:-
O C E: -
O RE:( 意味の み . 例文 な し - 引用者.)
S C C:-
S P E:-
S R Ⅲ:-
T G E: ～
例文
in
3(前) 金額+ in -
IC E:-
IN E: -
KCL: -
K E J: -
K G R:-
K N C:一
K N E: -
O CE: -
O R E:-
S C C: -
S P E･. -
S R H: -
TGE:一
例文
n e a rl y
2
(副)｢ほ とん ど｣
I C E: 第 一 区分 n e a rly de ad with c old/ I w a s
v e ry ne arly m aking
･ a blu nde r. / He
pr etty n e a rlybr okethe r e c o rd ノ / I w a s
n e a rly six o
'
clo ck.
I N E:第 五区分 He n e a rly dr o w n ed . / /I w a s
n e a rly six o
'
clo ck. / Su ch w o rds a r e
n e a rly m e a ningle s s.)
K C L: 第 二 区分 O h, I n e a rly fo rgot, / W e
n e a rly mis s ed the bu s. / / ∴ 第
一 区分 It
is n e a rly nine o
'
clo ck. / It 主s n e a rly
tim eto go to bed. は か｡
K E J: 第 一 区分 n e a rly de ad with c old/ I
n e arly c au ghthim . / /a n e a rly finished
ho u s eノ a n ol dm a n ofn e a rly nin ety.
K G R: 第 一 区分 -/ /-
KNC: 第 一 区分 の b. I w a s n e a rly r u n o v e rby
a c a rノ e s c ape n e a rly. / /∴ 第
一 区分 の
a . (Itis ne arly halfpa st six . / W e a r e
n e a rly at thetop of the hill.
K N E: 第 一 区 分 の b. S he n e a rly fell into the
riv e r. / / ∴ 第 一 区 分 の a . It is n e a rly
tim e to go . / T be lette r is n e a rly
finished. ほ か.
O CE: 第 一 区分 - / /It
'
s n e a rlythr e e o
'
clo ck.
O R E: 第 一 区分 H e v e ry n e a rly m a r ried he rノ
/ He bad n e a rly finished the bo ok. /
S he w a s n e a rly a s rich a shim s elf. ほ か o
S C C: 第 二 区分 In e a rly mis s ed the bu s. / S he
w a sn e arly dro wned ./ escape n e a rly ほ
か / /∴ 第 一 区分 T he n e who u s eis n e a rly
finished ./ It
'
s n e a rlytim eto go . はか .
S P E: 第 一 区分 S he w a s n e a rly u n o v erby a
tr u ckノ / T he sl 皿 W a S n e a rly do w n.
S R H: 第 一 区分 T he bottle ne arly slips fr o m
he rgr a sp . / S he w a s v e ry n e a rly being
r u n o v e rby a tr u ck. / /T he s u n w a s
n e a rly do w n. はか ｡
T G E: 第 一 区分 He v e ry n e a rly fell into the
po ndノ / n e a rly e mpty/ ne arly alw ays
∴ の 前 に否定的 な意味 の た め の 意味区分 と例文 ,
∴ の 後 に肯定的な意味 の ため の 意味区分 と例文 を
記す｡ ∴ が な い 辞 書 に は こ の 区 分 の 分立 が な い ｡
また , - とあ る と こ ろ は例文が な い ｡
o n e
5
(代)｢そ の 一 つ の 例｣
I C E: < 前出名詞と同じもの を さ して >
I N E: < 前出名詞と の 反復を さけて>
K C L: <数え ら れ る名詞 の 代 わ り に 用 い て ( 前出
の 名詞 と同種類 の も の を受けて) >
K E J: < 同一 名詞 の 反 復を避ける た め に a + 普通
名詞 の 代 わ り に用 い て>
KG R: < 可算名詞の 反復を避ける た め に用 い て >
K N C: < 既出の 可算名詞の 反復を避けて>
K N E: < 既 出の c o u ntable の 名 詞 の 反復を避け
て >
O C E: <前出の 事物を指して>
O R E: < 先行する可算名詞句 の 二型>
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S C C: < 既出名詞 の 代用語>
S P E: < 既出名詞と同類の もの をさ して >
S R H: < 既出の 可算名詞を受けて>
T G E: <a (a n)+ 名詞 の 代用で , 非特定ま た は総
称 の 人 ･ 物を指す>
この 用法が属す る意味範噂 の 規定 の 仕方｡ 下線 は
引用者｡
o nly
l(副) o nly の 位置 の 問題
ICE:｢動詞を限定. He c a n o nly gu e s s(gu e s s
o nly). 主語 を限定｡ Only yo u(yo u o nly)
c a ngu e s s‥ ‥ しか し o nly は動詞 と結合して
い て も他 の 部分を限定す る こ とが あ る｣
I N E: ｢o nlyの 位置 に よ り意味が異 な る こ と が あ
るo Only yo u(yo u o nly) c a ngu e s s. は 主
語 を限定 , Yo u c a n o nly gu e s s(gu e s s
o nly) は動詞を限定｣
K C L: -
K EJ:｢は文中 の種々 の 要素を修飾し, 多く は被修
飾語句 の (直) 前に お か れ る｡ 被修飾語 は通常
強勢を受け る｡)
KG R: -
K N C: - (o nly が 動詞 の 傍 に あ る文 が , そ う で
は な い 文 と同じ意味 であ る旨の 説明が ある 一
引用者)
K N E:｢た だ し. . . (例示一 引用者)と云う べ き と
こ ろ に , o nly を述語動詞 の 前 に置 い て … (例
示 一 引用者)と い う傾向もある｣
O C E:｢文を修飾す る場合 は動詞 の 前 に置 か れ る こ
と が 多い ｡ 一 般 に は o nly を動詞 の 前 に 置く
傾向が強く, ま た 特 に 強調す る場合を除い て
は副詞 o nly が 文頭 に来 る こ と は 少 な い｣
OR E:｢ … しか し口語的な文体で は, … ( 例 文一
本稿本文参照) の 位置 にく る こ と が 非常 に多
く, 話 し言葉で は音調 に よ っ て 意 味が あ い ま
い に な る の を防い で い る｣
S C C:｢o nly は それ が 係 る語句 の 直前 か直後 が 普
通で ある が, 時 々 そ の 位 置を離れ て , 主 語 と
述語動詞 と の 間に 移 る こ とが ある｣
S P E: -
S R H:｢ とく に形式張 っ た書 き言葉 で は, 修飾 す る
語句 の 直前 に置 かれ る こ と が 多 い ｡ … しか し
o nly が 最も多く置 か れ る 位置 は, (本) 動詞
の 直前であり, 話 し言葉 で は 強勢 に よ っ て 文
意を明らか に し, 一 般 に 強く発音 され る語句
が修飾され る要素であ る こと に なる｣
T G E:｢ 略式で は動詞 の 直前 [be 動詞 , 助 動詞 は
そ の 後] に 置か れ る傾向が あり, o nly に修飾
され る語 は強く発音され る｣
説明 の転記
t ba n
5(関代) - tba nV ･ ･ ｢Ⅴ - で あ る の に
く ら べ , よ り以上 に - で あ る｣
ICE:
-
I N E:-
K C L: He r a s si ta n c e w a s m o r e v alu abletha n
hadbe en expe cted.
E E J: Do n
'
t talkm o r etha nis n e c e s s a ry.
K G R: He offe r ed m o r etha n c o uld be e xpe cted.
K NC: He offered m ore tha n c o uld be e xpe cted.
K N E:-
O C E: T he c u rio w a s m o r e v alu abletha n w a s
s up po s ed.
O R E: It ha s c a u sed gr e ate r cha nge s tha n
bad o c c u r r ed sin c e2,00 0 B. C.
S C C: T he r eis m o r ein lifetha n m e et the eye .
S P E: T he r eis m o r e m o n ey tha nis n e eded.
S R H: T he r eis m o r e m o n eytha nis n e eded.
T G E: W e ha v e m o r e apple stha n c o uld be
e ate nin aday.
言及, 例文 (各辞書に つ き 一 つ の み 記す)
tb a t
23(閲代) 名詞+ tbat S be . 関係 代名詞
の that が続く
''
S be
''
に と っ て
の 補語
I C E: < - who , who m , w bicb> Fo ol that be
is!< 記述名詞 ･ 記述形容詞を先行詞 とす る
挿入句的感嘆節で> Fo ol that heis!( 同じ
例文が 二 度 の っ て い る 一 引用者)
I N E: < 記述名詞 ･ 記述形容詞を先行詞 とす る挿
入句的感嘆節で> Fo olthatheis!
K C L: < 関係詞節の 中で 補語 と な る> Lyn n is
n olo nge rthe n oisy child(that) she u s ed
to be . リ ン はもう前 の よう な う る さ い 子で は
な い ｡ こ の 場合先行詞 が人を表 わ し て も w ho
を用 い な い ｡
K E J: く関係代名詞が関係節中 で補語 と な る ばあ
い > Heis n olo nge rthe idle boy (that)
be u s edto be. / Heis n ot thefo ol(that)
w ethoughth im ノ Actlike the [a] m a n
tbatyo u a r eノ Fo olthatl w a s.
K G R: < 制限的関係節を導い て > Fo ol that l
a m!/ likethe Japa n e s ethatbeis
K N C: < 補語と し て > L ike the a rtist that he
is, he do e s e v e rything s o n e atly ./ Fo ol
tbatla m!
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E N E: < 制 限 的関係 節を導 い て > T bat is
all(that) the r eis to s ay abo ut it!/
W icked m a nthat be w a s, be w o uldn ot
c o n s e ntノ Likethe Japa n e s ethat he w a s,
be r e m ain ed c alm o nthe o c c a sio n. /
Fo olthatl a m!
O C E: <主格 で補語> Heis n ot the m a n(that)
be w a ste n ye a r s ago ノ An idiotthatI
w a s!
O R E: < 目的語 ･ 補語> I a m n ot the m a n
(that)I w a s. / Fo ol thatl w a s!
S C C: < (… す る (あ る)) と こ ろ の ( 人 ･ 物) >
Heis n ot the s a m e m a nthat he w a stw o
years ago ノ Idiot thatI w a s!
S P E: < 関係代名詞の 先行詞 が補語 に な っ て い る
場合> Fo ol that la m!
S R H: < 関係代名詞が 補語 で あ る場 合> T he
a cto ris n olo nge rthe c e ntr al figu r ethat
he on c e w a s.
T G E: < 補語と して > Heis n
'
tthe he r othat be
tho ugb t be w a sノ Fo olthatl a m!
意味区分 の 立て方と例文｡
th a t
24(閲代) 名詞1 + that be + 名詞2 (名詞2
は固有名詞)
I C E:-
I N E: -
K C L:-
K EJ:-
K G R:-
K N C:-
KNE:-
O C E:-
O R E:-
S C C:-
S P E: -
S R H:-
T G E:I
言及
th
L
a t
K-ll (w h ic hK
- 1
/ w h o
K ~ 1
) ( 関代)
名詞 + S Vl
- + V2
-
, 挿入 節を
含 ん だ 関係代名詞節 か ら の 関係代名
詞 の 省略
I C E:that:
- ｢ … 主格 の 場 合で も itis … , there
is(a r e) ‥ . , who is(a r e) … の 後 に
く る tbat は省略さ れ る ことが ある｣
wbich:- ト｣
wbo :-｢ [話]で はthe r eis (a r e) … で始
ま る 文 の 主語を先行詞 とす る wbo は
省略す る こ とが 多 い｣
IN E:that:-｢ … 主格 の 場 合 で もitis … , the re
is(a r e) … , who is(a r e) … な ど の
後 に来 る that は 省略 さ れ る こ と が あ
る｣
w hicb:-｢-｣
w ho : - ｢the r e+ be 動 詞 の 後 で は 制限的
用法の w bo は しば しば省略 され る｣
K C L:that: - r-J
which:I-｢-｣
wbo :- ｢T be r eis … の 後 で は wbo を用
い な い こ とが ある｣
接触節( 別枠記事)-｢ … 主語 の 場 合 ｡ こ れ
は普通 は T be r e[He r e]is,Itis … な ど で
始ま る文 に多い｣
K E J:that: - ｢こ の ばあ い (W hat w a sit(that)
dr o v ehim m ad ?の 場合を さす 一 引
用者) 口語で は主格 の tbat も省略 さ れ
る こ と が ある｣
w hich: - ｢ 制 限用法の w hich が 関係節 の
中で 目的語ま た は 補語 と な っ て い る ば
あ い に は省略でき る｡ (下線は引用者)
w ho :- ト｣
K G R:that: - ト｣ (た だ し例文 の 中に W hat isit
(that) Ⅴ - ? 型 の 文 が あ る - 引用
者)
w hich: - ト｣
w bo :
- ト｣
K N C:that:-r-J
w bich: -ト｣
w ho : - ｢主格 の 関係代名詞 は省略を しな い
の が 原則 だ が , tbe r eis … な ど の 後
で は省略 さ れ る こ とが ある｣
K N E:that: イthe r e(he r e)is ‥ リ itis … な ど
の 後で は主格 でも､ 特に 口 語 で 略 さ れ
る こ と が ある｣
which: - r1-J
wbo :-ト｣
O C E:t hat:-｢ 主格 that は W hatis … , W hich
is … , W hois ‥ リ T be r eis … な ど の
あ とで 主語 と して 関係詞節を導く とき,
口語で は そ の tbatを略す こ とが あ る｣
which:-r-J
who :-｢-｣
O R E:that:I m ade s e nte n c e s(that)Itbo ugbt
w o ulds ou nd w ell. ｢ 関係詞省略: 主
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語 の 場合に はノthe r eis(a re) の 後 や it
… that の 場合以外省略しな い｣
whicb: - ト｣
who :-｢ふ つ うは省略不可 であ るが , the r e
is … 構文 な どで は [口] で 省略す る こ
ともあ る｣
S C C:that: - ト｣
w hich:-ト｣
w ho :-｢-｣
S P E:that:-｢ま た全体 に tbatを省略 した 表現も
可能で ある｣
which: He a sked the qu e stio n(which)
he felt ne eded a sking . ｢挿入句 he
felt の影響 で主格 の w hicb でも省略可
能｣
who :-r-J
S R H:that: - [主 格 の that を省略す る の は通常
非標準 で あ る が , 教養 の あ る人 が 用 い
る場合もあ る]
whicb: He a sked the qu e stion (w hich)
he felt n e eded a sking . ｢挿 入句 he
felt の 影 響 で 主格 の wbich でも省略
可能｣
who :- ト｣
T G E:that:-｢主格でも, 関係代名詞 が T bere is
で 始 ま る場合 は通常文省略 され る｣
whicb: I bo ught a bo ok (which) I
tho ugh tw o uld be of intere st to m y
s o n. ｢ 主格 で あ っ て も 挿入 句前 の
wbich が省略され る こ とが あ る｣
wbo: T hey gav e atte ntio ntothe childr e n
(w ho) they belie v ed w e r e cle v e r.
｢ 略式で は T he r eis(w a s) … や 強 調
構文 の Itis(w a s) … の 後 で は 省略 さ
れ る こ とが あ る｡ /挿入句 の 前 の who
が 省略れ る こ と が あ る｣
は じめ に, 関係代名詞の 当面問題 にす る場合で の
省略を含 ん で い る例文 ｡ 次 に , 主格 関係代名詞 の
こ れ以外 の 場合を含む あ ら ゆ る 場合 で の 省 略 に 関
する説明の 文言｡
th e
ll
(冠)the + 国民名, 国 際社会 の 単位 とし
て
I C E: < おもに国民 … な ど の 名 称 で あ る 複数 名
詞 の 前 で > the British [the Fr e n ch, the
Japa n e s e] (イ ギ リ ス [フ ラ ン ス , 日本] 国民)
/ the A m eric ans [the Ger man s] (ア メ リ
カ [ドイ ツ] 国民)
I N E: < おもに国民 … な.ど の 名 称 で あ る複数名詞
の 前で > the British (イ ギ リ ス 国民)
E C L: <複数形 の 固有名詞 に つ けて … 国民 … をあ
らわす> the A m e ric a n s a nd theJapa n e s e
(ア メ リ カ 人 と 日本国民) T he A m e ric a n s
a r e v eryfo nd of fo otball. (ア メ リ カ人 は
フ ッ トボ ー ル が と て も好きだ) T he English
a r e s aid to be a pr a ctic al pe ople . (英 国
人 は実際的 な国民 であ る とい わ れ る)
K E J: <the + 複 数 固有 名詞> the Japa n e s e
[the British, the A m e ric a n s] (日 本人 [イ
ギ リ ス 人, ア メ リ カ人] ) < 民族全体>
K G R:< 特定の 固有名詞に冠す る>theA m e ric a n s
(ア メ リ カ人) ( 全体)
K N C: < 国民 … な ど を表 わ す複数名詞に つ けて >
K N E: < 集合体を総括し て> < 複数名詞に付 い
て> T ho se r e n o w n ed a m o ng the Gr e eks
(ギ リ シ ャ 人の 間 に ときめ い た人 た ち)
O C E: < 複数名詞の 前 に付けて国民 … な ど の 全部
をあらわす> the Gr e eks ,the A m e rica n s
O R E: <the + 複数形( 形容詞) > < 国民… に
つ い て > tbe English (イ ギ リ ス 人), the
Japa n e s e(日本人)
S C C: < 総合的意味で , 複 数名詞 に付 し て 全体を
まとめ る> the A m e ric a n s(ア メ リ カ人)
S P E: < 固有形容詞 に付き, 複 数 の 人 を さ す>
T he English drink a lot ofte a. (イ ギ リ ス
人 はお茶をよく飲む)
S R H: < 固有形容詞に付き, 複 数 の 人 を表わし
て> T he Swiss (ス イ ス 人) T he English
defe ated tbe Fr e n ch (英軍 は フ ラ ン ス 軍 を
破 っ た)
TGE: <the + 国籍を表す形容詞> < 国民全体を
表 し, 複数形 と して用 い られ る > theBritisb
(英国人),the DtltCh(オ ラ ン ダ人)
こ の 形式 の 説明 と用例を転記す る (カ ツ コ 内 は例
文 の 訳文)0
t u r n ed( 動一分詞)名詞1 十 tu r n ed + 名詞2
I C E:-
I N E: -
K C L: Heis aC hristia ntu r n ed Bud d hist. ( a
は キ リ ス ト教徒 か ら仏教 徒 に 転向 し た 人
だ)｢tu r n ed - w ho ha stu r n ed と考え れ ば
よ い｣
K E J: abu sine s sm an tur n ed po et. (詩人に な っ
た実業家)
K G R: ala wye rtu r n ed politicia n (弁 護士出
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身 の 政治家) <2版>
K N C: -
K N E:-
O C E:-
O R E: He
'
s a n a c ade micia ntu r n edstate s m a n.
( 彼は政治家に転向 し た学者だ)
S C C: -
S P E:-
S R H: ala wye r-tu r n ed- po et. ( 弁護士か ら詩人
に な っ た人)
T G E:SallyQtlin nis a r eporter-turn ed- novelist.
(サ リ ー - ク イ ン は 新聞記者か ら小説家とな っ
た)
例文(カ ツ コ 内 は訳文), ｢ ｣ 内は説明文｡
w ay
6(名)tbe w ay - ｢- か ら判 断す る と｣
(判断者の 明示 が な い).
I C E:-/ (-)
IN E:-/ (-)
K C L: - / (-)
K E J: T he w ay they pr opo s ed the pr oble m ,
w e c a n a s s u m ethat n o n e of the m a r e
thinking ofcha ngingtheir mind. / (-)
K G R: - / (T he w ay I s e eit, the situ atio nis
s erio 11 S.)
K N C: T he w ay this m a npaints, it will
take h im s e v e r al m o llths to finish the
pictu r eノ (T he w ayls e eit,the situ atio n
is s e rio u s.)
K N E:-/ (T be w ayls e eit, the r eis n ohope
fo rhim .)
O C E: - / (T he w ay I s e eit, they m u stha v e
tho ughtI w a s c r a zy .)
O R E: He s ee m ed u n e a sy the w ay he sto od
the r e. / (T he w ay I s e eit, w e ha v eto
think of italo ngthe s elin e s.)
S C C:-/(W ay I figu r eit, be is v e ry lu cky .
-the は な い｡ )
S P E:-/ (The w ayI he ardit,theisland w a s
o w n ed by a fo r eign e r.)
S R H: John m u st be in lo v e with Judy, the
w ay be talks about he r. / (T he w ay l
be a rd it, the isla nd w a s o w n ed by a
fo r eign e r.)
TGE:
- / (the w ayI lo ok at(s e e)it.)
初め に当面 の 用法 の 例文, 次 に カ ツ コ 内 に判断者
を明示す る用法 の 例文｡
y o u
2( 代) 総称的(1人称単数)
I C E-
IN E: -
K C L: -
K EJ: < 聞き手の 印象 に訴え る た め に, I の 代用 に
す る こ と が あ る > H o w w a syo u rto u r of
thatisla nd?-Gre at. Everything yo u s aw
w a s a n o v elty . ( 島見物は ど う だ っ た - 良
高 だ ね ｡ 見 る物す べ て 珍 しい物ばかり さ)
KG R:-
K N C:-
E N E:-
O C E: -
O R E:-
S C C:-
S P E:-
S R H: -
T G E:一
例文
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比較
基準/ 結果
基準
各辞典 にお ける記述に つ い て , 試 み に下記の 基準に よ っ て評価を施し て みる｡ こ の 手続きが必
要である理由と, 各 々 の基準の具体的な内容は, 追 っ て英文解釈キ ー ワ ー ド論の方 で詳 しく述 べ る｡
a
9 (冠)a + 固有名詞
地名の 場合に つ い て言及があるか ｡
a n y
2 (形) 最上級ととも に用 い る場合
言及があれば○｡
a s
12(接) 名詞 (,) as--Ied に つ い て の文法的規定, さ ら に後半が追叙的で ある場合に つ い て
不可解な文法的規定に × , こ の 語法に言及がな い も の に × , 追叙的である例の あるもの に○｡
○ × は相殺も行なう｡
a s
13 (揺) 名詞 (,) as - (- は S V をもつ 形式), か つ 後半が追叙的な場合
追叙的な例文の あるもの に○, 言及が な い もの に × , あま り にも納得しか ねる取扱い に × × ｡
b a r ely
2 (副) 否定的な用法
言及すらがな い もの に × ｡
b ea (動一 定形)be S - 1 0 r - 2 可能性の 列挙
言及が あれば○｡
b e st (副)S be best1---ed｢S は-=--される の に か ぎる
言及があれ ば○｡
c o mp a r ed(動一分詞) - 1 , C O mpar ed to - 2
言及が あるか ｡
giv e n
2 (動一分詞)given - ｢- が在る の だか ら｣
こ の意味で の 用法の例文 (意味へ の言及だ け で なく) があれば○｡
giv e n
3 (動一分詞)give nthat - ｢- と い う事実が在る の だから｣
こ の意味で の 用法の例文 (意味へ の言及だ けで なく) が あれば○, 不可解な訳文が あるもの に
× ｡
h a v e
7 (動)hav e 0----ed受動の 状態の 持続
こ の使 い方 の例文が あるもの に○｡
i f2(接) - 1 , if only beca u se - 2
例文が あるもの に○｡
in
3 (前) 金額in -
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言及が あるか ｡
n ea r ly
2
( 副) ｢は とんど｣, 肯定的
意味区分の 分立が あれば○｡ 不可解な区分順位に × ｡ 例文 の な い もの に × ｡
o n e
5 (代) ｢その 一 つ の 例｣
｢一 例｣ 性へ の 留意の ある規定の仕方あれば○｡
o nly
l
(副)only の 位置の問題
傾向を説明し, そ こ に 口語的で ある こと へ の バ イ ア ス なければ○｡ ま た とりわけ納得 できな い
説明に × ｡
tb a n5 (関代) - than V -
言及が な い も の に × ｡ 不可解な例文に × ｡
tb a t23 (関代) 名詞+ thatS be. 関係代名詞の that が続く
''
S be
' '
に と っ て の補語
補語の that を独立の項目で扱 っ て い れ ば○｡ Fo olthatla m! で こ の 語法を代表 させ て い れ
ば × ｡
th a t24(関代) 名詞1 + tbatbe + 名詞2 (名詞2 は固有名詞)
言及があるか｡
th a tK
~11(w h ic hK
~1/ w h oK
~1) ( 関代) 名詞+ S Vl - + V2 - , 挿入節を含ん だ関係
代名詞節か ら の関係代名詞の省略
that, which, who の 3語 の うち いずれか 1 以上の語の と こ ろ で言及があれば○｡
thell(冠)the + 国民名, 国際的な単位とし て
言及が あるか｡
t u r n ed(動一 分詞) 名詞1 + tur ned + 名詞2
言及が あるもの に○｡
w a y
6 (名)tbe w ay - ｢- か ら判断すると｣
言及が あるも の に○｡
y o u
2 (代) 総称的 (1人称単数)
言及が あれば○｡
結果
上記の基準に もとづ い て , 一 応次 の比較表が得られ る｡ た だ し, こ の 比較表は次の 特徴をも つ
もの である｡ (あえ て こ の表を添え る理 由は, ｢比較｣ もやはり進行 中の 作業の 一 過程 (b. の 序
の 3 で述 べ た) に属 して い た に他ならな い ｡)
1 集計をし比較を行なう の に は観察の件数が少なすぎる｡
2 改版に ま つ わるb. ｡ 序の 3 で述 べ た事情が ある｡ こ れ は年度の 食い違い もさる こと なが ら ,
い ま2000年2月の 時点 で比較を提示するに 際し て は, 二 つ の先行年度以後に あ っ た記述の変更
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が考慮され て い な い , と い う こ と の方が大きな不満足点に なる｡
3 こ こ で の観察点を今 日振り返 っ て み ると, 辞書 の ｢実力｣を比較するの にさ はど適切と言え
な い も の も ー 二 含まれ て い る｡
しか しなが ら, 個 々 の 観察と個々 の評価は , こ れ は こ れと して正 し い っ もりで ある｡
IC E IN E K C L K EJ K G R K N C K NE O CE OR E S C CSP E S R H T G E
a
9
any
2 o
as
12
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